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新春の集いでの仲間との再会，新たな出会いを機に
自分の輝きをさらに増し，友と明るく輝く未来をつくろう
という意味をこめています。

多数のご参加お待ちしております。

日時：平成２５年１月２日（水）１５：００～
場所：グランドホテル浜松
会費：８,０００円（高４５回卒以前）
　　　５,０００円（高４６回卒以後）
主催：浜松西高等学校同窓会
運営：浜松西高第４５回（平成５年）卒同窓会幹事会

チケットのお問合せ：090-9229-8978（神村）
記念誌広告のお問合せ：090-2946-2071（古田）　

　輝～ 人、友、未来

二
〇
一
二
年

   

新
春
の
集
い
を
終
え
て

　
代
表
幹
事
　
大
村
明
弘（
高
44
回
）

　
平
成
二
十
四
年
一
月
二
日
、
本
年

も
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
お
い
て
、

盛
大
に
「
新
春
の
集
い
」
を
開
催
で
き

ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
は
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
「
新
春
の
集
い
」
は
、
未
来

へ
の
活
力
、
西
高
同
窓
生
の
連
帯
感

を
高
め
た
く
『
元
点
回
起
　
元
気
な

コ
コ
ロ
を
共
有
し
、
さ
ら
な
る
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
！
』
を
テ
ー
マ
に
活

動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
旧
友
と
の
再
会
や
世
代
を

超
え
た
交
流
に
よ
る
新
た
な
出
会
い

を
通
じ
て
、
西
高
同
窓
会
の
素
晴
ら

し
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
る
集
い
と

し
た
く
、
記
念
誌
お
よ
び
当
日
の
催

し
を
企
画
し
ま
し
た
。
記
念
誌
企
画

「
元
気
な
西
風
！
今
日
も
何
処
か
で
。」

で
は
、
自
分
の
信
じ
る
道
を
歩
き
、
輝

き
を
放
ち
な
が
ら
周
り
に
も
パ
ワ
ー

を
与
え
る
同
窓
生
や
在
校
生
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
中
二
回
卒
増
田
正

雄
氏
（
取
材
当
時
九
十
九
歳
）
を
筆
頭

に
十
名
の
「
元
気
人
」
を
取
材
し
、
記

事
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

春
の
集
い
当
日
は
、
同
窓
生
が
か
つ

て
身
に
ま
と
っ
て
い
た
学
ラ
ン
の
銀

ボ
タ
ン
を
あ
し
ら
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ

の
販
売
、
各
年
代
の
同
窓
生
テ
ー
ブ

ル
に
伺
い
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢
行
し

た
突
撃
レ
ポ
ー
ト
、
ド
キ
ド
キ
Ｏ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
紹
介
（
第
一
位
　
柔
道

部
）、
新
春
大
抽
選
会
な
ど
を
通
じ

て
、
同
窓
生
同
士
の
交
流
、同
窓
生
の

活
躍
や
元
気
な
様
子
を
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
高
二
十
二
回

卒
の
皆
様
に
は
多
数
の
ご
参
加
、
記

念
誌
記
事
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、記

念
誌
発
刊
お
よ
び
新
春
の
集
い
開
催

に
あ
た
り
、
広
告
協
賛
や
チ
ケ
ッ
ト

購
入
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
あ
ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

私
自
身
、
新
春
の
集
い
代
表
幹
事

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、

東
日
本
大
震
災
に
代
表
さ
れ
る
日
本

や
世
界
各
地
で
の
震
災
・
天
災
に
よ
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同
窓
会
会
長
　
稲
垣
訓
宏
（
高
12
回
）

　
同
窓
会
の
諸
兄
姉
の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
い
つ
も
同
窓
会
活

動
に
ご
理
解
と
温
か
な
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
正
月
二
日
の
「
新
春
の
集

い
」
か
ら
、
同
窓
会
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。「
元
点
回
起
　
元
気
な
コ

コ
ロ
を
共
有
し
、
さ
ら
な
る
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
を
！
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

約
八
百
名
に
近
い
西
高
同
窓
生
諸
兄

姉
が
一
同
に
会
し
、
旧
交
を
温
め
、
次

へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
養
い
ま
し
た
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾

有
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
日
本
全
体

が
生
き
る
こ
と
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
考
え
た
年
で
し
た
。
当
番
幹
事
に

当
た
ら
れ
た
高
44
回
生
の
方
々
は
、

真
剣
に
何
度
も
話
し
合
い
を
続
け
て

企
画
を
練
り
、
西
高
卒
業
生
と
し
て

の
誇
り
、
絆
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
、

そ
し
て
、
さ
ら
に
前
進
す
る
力
と
な

同
窓
会
会
長
挨
拶

る
よ
う
に
、
と
準
備
に
努
力
を
続
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
当
日
は
熱
気

に
満
ち
た
す
ば
ら
し
い
集
い
と
な
り

ま
し
た
。改
め
て
幹
事
の
皆
様
方
、お

よ
び
多
大
な
ご
協
力
を
戴
い
た
同
窓

生
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
早
く
も
来
年
２
０
１
３
年
正
月
二

日
の「
新
春
の
集
い
」の
準
備
も
着
々

と
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
テ
ー

マ
は
、「
輝
　
〜
人
、
友
、
未
来
」
で

す
。
西
高
卒
業
後
何
年
ぶ
り
か
で
出

会
う
友
、
先
輩
、
後
輩
を
見
て
、
改
め

て
友
の
良
さ
、西
高
の
良
さ
、自
分
自

身
の
良
さ
に
気
づ
き
、
自
信
を
持
っ

て
輝
い
て
未
来
を
作
ろ
う
、い
や
、作

る
ん
だ
、
と
い
う
確
信
に
満
ち
た
言

葉
だ
と
思
い
ま
す
。
高
45
回
生
が
担

当
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
新
し
い
企

画
と
し
て
、
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る

方
々
の
み
な
ら
ず
、新
成
人
の
方
々
、

卒
業
後
十
年
を
迎
え
る
方
々
、
喜
寿

の
方
々
な
ど
節
目
の
年
を
お
迎
え
の

方
々
に
も
ご
登
場
願
う
趣
向
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
様
々
な
方
に
ご

登
場
い
た
だ
い
て
、
さ
ぞ
盛
り
上
が

る
こ
と
と
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
西
高
同
窓
生
諸
兄
姉
の
皆
様

に
は
、新
年
の
初
め
に
ま
ず
は「
新
春

の
集
い
」に
ご
参
加
さ
れ
て
、西
高
生

の
結
束
を
基
に
英
気
を
養
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
　

　
浜
松
西
高
等
学
校
の
ま
す
ま
す
の

活
躍
と
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
結
束
、

発
展
を
祈
念
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
今

後
と
も
諸
兄
姉
の
皆
様
に
は
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
甚
大
な
被
害
や
政
治
経
済
の
情

勢
不
安
、
過
去
の
新
春
の
集
い
の
偉

大
な
実
績
と
諸
先
輩
方
の
叱
咤
激
励

を
鑑
み
、
歴
史
あ
る
「
新
春
の
集
い
」

の
襷
を
幹
事
学
年
と
し
て
つ
な
ぐ
こ

と
さ
え
で
き
れ
ば
御
の
字
と
考
え
て

い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、二
十
年

振
り
に
再
会
し
た
高
四
十
四
回
卒
の

面
々
は
、
真
面
目
で
前
向
き
、バ
イ
タ

リ
テ
ィ
ー
と
ユ
ー
モ
ア
を
兼
ね
備
え
、

「
や
る
か
ら
に
は
良
い
も
の
を
残
そ

う
！
」
と
い
う
熱
い
思
い
を
持
っ
た

『
い
い
奴
』
ば
か
り
で
し
た
。
会
う
度

に
刺
激
を
受
け
、
一
生
懸
命
な
姿
に

感
銘
し
、
同
時
に
自
分
の
未
熟
さ
を

反
省
す
る
日
々
で
し
た
が
、
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
仲
間
に
囲
ま
れ
、
企
画

準
備
や
当
日
運
営
に
携
わ
れ
た
こ
と

は
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い

貴
重
な
経
験
と
な
り
、
人
生
最
高
の

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
高
四
十
四
回
卒
同
士
の
交
流
を
重

ね
、
団
結
を
強
め
、
今
後
の
西
高
同
窓

会
活
動
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
〇
一
三
年
の
「
新
春
の
集
い
」
は

2012年　新春の集い　決算書

（単位：円）

項　目
会 場 費
景 品 費
印 刷 費
通 信 費
会 議 費
事 務 費
交 際 費
渉 外 費
雑 費
　ストラップ販売原価
 震災義損金
本会計繰入金
支出合計

金　額
8,877,257
689,713
3,859,891
581,429
1,314,917
52,983
231,500
919,230
322,823
266,106
218,894
788,979

18,123,722

備　　　考
グランドホテル会場費等
当日抽選会の景品
記念誌、チケット等
携帯電話、葉書等
幹事会、部会経費
コピー用紙他
西高フォーラム、総会等参加
クライアントとの打合せ他
写真代、取材費他
ストラップ製造・販促原価
中日新聞への義損金

支

出

の

部

（単位：円）

項　目
広告売上
チケット売上
ストラップ売上
雑 収 入
預金利息
収入合計

金　額
10,319,000
7,239,000
485,000
80,000
722

18,123,722

備　　　考
広告協賛企業 500社
チケット販売枚数 981枚
震災支援銀ボタンストラップ販売
祝儀他

収

入

の

部

以上の通り、ご報告申し上げます。
静岡県立浜松西高等学校
　高４4回卒 ２０１２年新春の集い幹事会　
　　　　　　　　　　　　 代表幹事　　大村　明弘
　　　　　　　　　　　　 会　　計　　山田　孝幸

上記の通り、正確に処理され適正と認めます。

　平成２４年４月２５日　　　会計監査　　前田　米蔵
　　　　　　　　　　　　 会計監査　　市川　静子

そ
の
他

高
四
十
五
回
同
窓
生
が
幹
事
と
な
り

ま
す
。
テ
ー
マ
『
輝
　
〜
人
、
友
、
未

来
』
の
も
と
、
精
鋭
が
集
い
、
着
々
と

準
備
が
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
来
年
の
新
春
一
月
二
日
に
は
、

西
高
同
窓
会
に
ま
た
新
し
い
風
を
吹

き
込
ん
で
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
同
窓
会
、
同
窓
生
の
皆
様

の
益
々
の
ご
多
幸
と
浜
松
西
高
等
学

校
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
代

表
幹
事
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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ど
の
雑
誌
も
、
進
路
実
績
だ
け
で
は

な
く
、
私
立
一
貫
校
と
の
違
い
、
一
般

の
中
学
・
高
校
と
の
違
い
に
着
目
し
、

「
伝
統
校
の
復
活
」「
教
育
課
程
の
ゆ

と
り
と
充
実
」
な
ど
を
切
り
口
に
公

立
中
高
一
貫
校
の
優
位
性
を
示
唆
す

る
論
調
が
目
立
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
全
国
各
地
で
確
実
に
そ
の
教
育

成
果
が
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は

本
校
に
と
っ
て
も
心
強
い
限
り
で
す
。

　
昨
年
度
、
中
高
一
貫
校
に
な
っ
て

十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
本
校
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
様
々
な
視

点
か
ら
検
証
し
、
課
題
解
決
に
向
け

て
い
く
つ
か
の
改
善
を
図
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
ど
ち
ら
か
と

言
え
ば
教
育
課
程
の
運
用
、
即
ち
、
併

設
型
中
高
一
貫
教
育
の
特
色
と
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
学
習
指
導
体
制

の
構
築
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
取
組
が

主
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
「
生
徒
の

主
体
的
な
学
び
」
を
引
き
出
す
方
策

に
も
目
を
向
け
、
教
育
内
容
の
一
層

の
充
実
と
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　
中
高
一
貫
十
一
年
目
の
第
一
歩
。

六
年
或
い
は
三
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
に

与
え
ら
れ
た
在
学
期
間
の
中
で
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
「
知
・
仁
・

勇
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
最
大
限
高
め

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、

教
育
改
善
へ
の
新
た
な
挑
戦
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
総
会
報
告

◇
議
事

（
一
）
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告

（
二
）
平
成
二
十
三
年
度
決
算
報
告
、

及
び
同
監
査
報
告

（
三
）「
二
〇
一
二
年
　
新
春
の
集
い
」

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
及
び
同
監
査

報
告

（
四
）
役
員
改
選

（
五
）
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案

（
六
）
平
成
二
十
四
年
度
予
算
案

（
七
）「
二
〇
一
三
年
　
新
春
の
集
い
」

事
業
計
画

◇
報
告
事
項

（
一
）
同
窓
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

（
二
）甲
子
園
出
場
記
念
基
金
に
つ
い
て

（
三
）浜
松
西
高
等
学
校
同
窓
職
員
名
簿

◆
役
員
改
選

　
議
事
の
第
四
号
議
案
に
て
役
員
改

選
案
が
提
示
さ
れ
た
。
選
考
委
員
を

代
表
し
、
中
十
九
回
　
河
合
九
平
氏

よ
り
、
過
去
二
年
間
の
適
正
な
同
窓

会
運
営
を
高
く
評
価
し
た
上
で
、
現

体
制
の
継
続
が
望
ま
し
い
と
の
選
考

経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
年
度
替

わ
り
に
伴
い
、
新
春
の
集
い
幹
事
二

名
に
よ
る
副
会
長
が
高
四
十
四
回
か

ら
高
四
十
五
回
へ
交
代
す
る
こ
と
も

六
月
一
六
日
（
土
）
午
後
四
時
よ
り
、
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
孔
雀
の
間
に

て
、
平
成
二
十
四
年
度
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
78
名
の
会
員
の
出
席
を

得
た
。
稲
垣
訓
宏
同
窓
会
長
、
木
村
功
名
誉
会
長
（
校
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、

今
年
度
の
議
事
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。

発
表
さ
れ
た
。
稲
垣
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
新
執
行
部
が
承
認
さ
れ
、
今

後
の
同
窓
会
運
営
に
期
待
を
も
て
る

実
力
の
あ
る
面
々
で
構
成
さ
れ
た
。

新
執
行
部
の
役
員
は
以
下
の
と
お

り
。

会
　
長
　
稲
垣
　
　
訓
宏
（
高
12
回
）

副
会
長
　
御
室
　
健
一
郎
（
高
16
回
）

　
　
　
　
小
笠
原
守
之
助
（
高
23
回
）

　
　
　
　
竹
内
　
　
良
訓
（
高
32
回
）

　
　
　
　
岩
渕
　
　
千
江
（
高
39
回
）

（
新
春
の
集
い
当
番
幹
事
よ
り
二
名
）

　
　
　
　
新
野
　
　
　
正
（
高
45
回
）

　
　
　
　
中
村
　
　
和
泉
（
高
45
回
）

会
　
計
　
鈴
木
　
　
敏
勝
（
高
21
回
）

会
計
監
査
　
前
田
　
　
米
藏
（
高
12
回
）

　
　
　
　
市
川
　
　
静
子
（
高
15
回
）

◆「
二
〇
一
三
年
　
新
春
の
集
い
」事

業
計
画

　
新
野
代
表
幹
事
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、

テ
ー
マ
で
あ
る
「
輝
〜 

人
、
友
、
未

来
」
に
つ
い
て
、「
新
春
の
集
い
で
の

仲
間
と
の
再
会
、
新
た
な
出
会
い
を

機
に
、
自
分
の
輝
き
を
さ
ら
に
増
し
、

友
と
明
る
く
輝
く
未
来
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
願
い
と
、
来
年
一
月
二
日
開

催
に
向
け
た
事
業
計
画
が
発
表
さ
れ

た
。

◆
「
甲
子
園
出
場
記
念
基
金
」
に
つ

い
て

　
甲
子
園
出
場
記
念
運
営
規
則
が
平

成
二
十
三
年
十
一
月
十
八
日
に
改
正

さ
れ
、
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
に
向

け
て
同
基
金
運
営
委
員
会
が
推
進
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
則
り
、
野
球
部

の
設
備
や
備
品
等
に
基
金
の
一
部
を

有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
例
年
ど
お
り
懇

親
会
が
ス
タ
ー
ト
。「
二
〇
一
三
年

新
春
の
集
い
」
の
新
野
代
表
幹
事
が

司
会
を
務
め
、
幹
事
面
々
は
各
テ
ー

ブ
ル
に
挨
拶
と
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
お

願
い
な
ど
に
ま
わ
り
、
校
歌
斉
唱
の

際
に
は
、
在
校
当
時
、
応
援
団
長

だ
っ
た
と
い
う
古
田
　
豊
氏
が
壇
上

に
上
が
る
な
ど
、
高
四
十
五
回
卒
の

活
躍
が
目
立
っ
た
。

　
学
年
を
超
え
て
和
や
か
に
行
わ
れ

た
懇
親
会
は
、
恒
例
の
前
田
氏
に
よ

る
力
強
い
リ
ー
ド
に
よ
る
校
歌
斉
唱
、

エ
ー
ル
を
も
っ
て
閉
会
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
校
長
　
木
村
　
功
　

　
　
　
　

　
こ
の
四
月
、
校
舎
の
甍
が
陽
春
の

日
差
し
に
明
る
く
映
え
る
本
校
に
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
九
十
年
に
迫
る

長
い
歴
史
と
伝
統
の
中
で
一
貫
し
て

文
武
両
道
を
実
践
し
、
数
多
く
の
素

晴
ら
し
い
実
績
を
あ
げ
て
き
た
本
校

で
の
勤
務
は
、
大
変
光
栄
で
あ
る
と

と
も
に
責
任
の
重
さ
も
感
じ
て
い
ま

す
。
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本

校
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
努
力
す

る
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
数
か
月
の
間
に
「
公
立

中
高
一
貫
校
の
教
育
成
果
」
を
テ
ー

マ
に
特
集
記
事
を
組
ん
だ
雑
誌
を
何

冊
か
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

校
長
先
生
挨
拶



平成２３年度　静岡県立浜松西高等学校同窓会一般会計決算書
収入総額
支出総額
差引残額

１２，４１６，６１２円
４，００４，３４４円
８，４１２，２６８円

（単位：円）収 入 の 部
科　　目

繰 越 金
入 会 金
基金利子配分金
繰 入 金
雑 収 入
空調設備使用料
合　　　計

予　算　額　
６，８９５，０５６
３，６００，０００

６，７００
１，０００，０００
２０，０００

１，０４０，０００
１２，５６１，７５６

決　算　額　
６，８９５，０５６
３，６１５，０００

６，７００
７８８，４５４
７１，４０２

１，０４０，０００
１２，４１６，６１２

比較増減額
０

１５，０００
０

△２１１，５４６
５１，４０２

０
△１４５，１４４

備　　　　　　　　　　　考
前年度繰越金
高校６４回生２４０名，終身会員入会金１名
甲子園出場記念基金利子配分金
新春の集い基金剰余金 振込料５２５円を差し引く
預金利子、同窓会名簿売上
後援会より１２年間回収

支 出 の 部

事 務 局 費
需　 用　 費

総 会 費
役 員 会 費

会 報 費
助 成 費

合　　　計

予　算　額　
７００，０００
４００，０００
３００，０００
６００，０００
４００，０００
２００，０００

４，０００，０００
２，５００，０００
１，５００，０００
７，２６１，７５６
１２，５６１，７５６

決　算　額　
５５０，７９０
３６６，０１６
１８４，７７４
３１５，７３７
２０６，５９９
１０９，１３８

３，１３７，８１７
２，２９４，７８９
８４３，０２８

０
４，００４，３４４

比較増減額
１４９，２１０
３３，９８４
１１５，２２６
２８４，２６３
１９３，４０１
９０，８６２
８６２，１８３
２０５，２１１
６５６，９７２

７，２６１，７５６
８，５５７，４１２

　備　　　　　　　　　　　考 　

事務局員給与、事務局維持費等
複写機リース料、プリンタートナー代等

総会会議費
役員会、執行部会会議費

ホームページ運営費、会報印刷代、送料等
慰霊祭、激励費、海外研修援助費、西山賞、講演会謝礼等

平成２４年４月２５日
以上のとおり報告します。

静岡県立浜松西高等学校同窓会 会　長　 稲　垣　訓　宏
会　計　 鈴　木　敏　勝

上記の決算について証拠書類、出納簿を精査したところ、適正かつ正確であることを認めます。

平成２４年４月２５日　会計監査　前 田 米 蔵 印　会計監査　市 川 静 子 印

平成２４年度　静岡県立浜松西高等学校同窓会一般会計予算書
収入総額
支出総額
差引残額

１３，７７４，９６８円
１３，７７４，９６８円
　　　 ０円

（単位：円）収 入 の 部
科　　目

繰 越 金
入 会 金
基金利子配分金
繰 入 金
雑 収 入
エアコン設備使用料
合　　　計

本年度予算額　
８，４１２，２６８
３，６００，０００

２，７００
７００，０００
２０，０００

１，０４０，０００
１３，７７４，９６８

前年度予算額　
６，８９５，０５６
３，６００，０００

６，７００
１，０００，０００
２０，０００

１，０４０，０００
１２，５６１，７５６

増　　　減
１，５１７，２１２

０
△４，０００

△３００，０００
０
０

１，２１３，２１２

備　　　　　　　　　　　考
前年度繰越金
高校６５回卒業生２４０名
甲子園出場記念基金利子配分金
新春の集い剰余金
預金利子、名簿代
後援会より２３年度から１２年間回収

支 出 の 部
　科　　　目

１ 事 務 費

２ 会 議 費

３ 事 業 費

４ 基金繰入金支出
５ 予 備 費

事 務 局 費
需　 用　 費

総 会 費
役 員 会 費

会 報 費
助 成 費

合　　　計

本年度予算額　
７００，０００
４００，０００
３００，０００
６００，０００
４００，０００
２００，０００

４，０００，０００
２，５００，０００
１，５００，０００

０
８，４７４，９６８
１３，７７４，９６８

前年度予算額　
７００，０００
４００，０００
３００，０００
６００，０００
４００，０００
２００，０００

４，０００，０００
２，５００，０００
１，５００，０００

０
７，２６１，７５６
１２，５６１，７５６

増　　　減
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１，２１３，２１２
１，２１３，２１２

　備　　　　　　　　　　　考　

事務局職員給与、事務局維持費等
複写機リース料等

総会会議費
役員会会議費

ホームページ運営費、会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費等
慰霊祭、歓送迎会、激励費、海外研修援助費、西山賞、講演会謝礼等
基金（定期預金）設定

※科目間の流用を認める
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平成２４年８月１日　　　　　　　　　　 浜 松 西 高 同 窓 会 報　　　　　　　　　　　　　（４）第５６号

　科　　　目
１ 事 務 費

２ 会 議 費

３ 事 業 費

４ 予 備 費



h
tt
p
:/
/w
w
w
.h
a
m
a
n
is
h
i.
o
rg

（５）第５６号　　　　　　　　　　　　　浜 松 西 高 同 窓 会 報　　　　　　　　　　 平成２４年８月１日

　
２
０
１
１
・
１
１
・
１
１
（
金
）、

「
１
」
が
６
つ
並
び
の
日
、
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
浜
松
レ
ア
ン
ジ
ェ
の
間
に
、

『
93
名
』
が
一
堂
に
会
し
て
「
古
稀
の

集
い
」
が
開
か
れ
た
。
１
ク
ラ
ス
12
〜

15
人
と
７
ク
ラ
ス
に
わ
た
り
バ
ラ
ン

ス
よ
く
出
席
し
て
く
れ
た
。
新
春
同

窓
会
の
幹
事
役
の
年
・
還
暦
の
年
・
そ

し
て
今
回
の
古
稀
の
年
、
同
期
の
者

が
集
う
の
は
３
回
目
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
集
い
を
開
く
に
当
た
っ
て
は
、

還
暦
の
集
い
開
催
の
手
法
に
倣
っ
て
、

役
員
会
を
数
回
開
い
て
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

　
当
日
は
開
会
に
先
立
っ
て
集
合
写

真
を
撮
り
、
レ
ア
ン
ジ
ェ
の
間
に
お

い
て
ク
ラ
ス
毎
に
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
だ
。
司
会
は
高
見

吉
で
、
今
年
最

大
級
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
人
た
ち
と
、

同
期
で
鬼
籍
に
入
っ
た
人
た
ち
の
た

高
校
第
11
回
卒
業
生
は
、
42
歳
の

厄
年
を
機
に
、
節
分
の
頃
の
土
曜
日

の
夜
に
学
年
同
窓
会
を
開
く
こ
と
を

決
め
た
。
学
級
担
任
だ
っ
た
河
合
九

平
先
生
か
ら
「
卒
業
年
次
の
十
一
の

文
字
を
く
っ
つ
け
る
と
『
士
』
に
な

る
。
諸
君
は
浜
西
の
卒
業
生
の
中
で

は
、
サ
ム
ラ
イ
の
よ
う
な
学
生
た
ち

で
あ
っ
た
か
ら
『
士
会
（
さ
む
ら
い
か

い
）』
と
名
付
け
よ
う
」
と
い
う
お
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
か
ら
28

年
、
士
会
は
一
回
の
休
み
も
な
く
続

け
て
き
た
。

当
初
、
恩
師
の
先
生
方
は
殆
ど
全

員
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
が
、
一

人
減
り
二
人
減
り
し
て
、
最
近
は
３

人
に
な
っ
た
。
同
窓
生
の
参
加
は
、
例

年
88
人
前
後
で
あ
る
。
運
営
の
大
枠

は
、
代
表
幹
事
グ
ル
ー
プ
が
決
め
、
実

務
は
、
担
当
ク
ラ
ス
の
幹
事
が
取
り

仕
切
る
。ク
ラ
ス
の
数
は
七
つ
。だ
か

ら
、７
年
に
一
度
、担
当
が
回
っ
て
く

る
。そ
の
年
に
は
、普
段
顔
を
出
さ
な

い
メ
ン
バ
ー
に
も
声
を
掛
け
、
役
割

を
振
る
。

今
年
は
、
私
た
ち
Ｇ
組
の
担
当
で

あ
っ
た
。私
に
も
声
が
掛
か
っ
て
、幹

事
会
に
出
席
し
た
。
同
窓
会
の
「
次

第
」
を
決
め
、
幹
事
の
「
役
割
」
を
決

め
て
ゆ
く
。原
則
と
し
て
、無
役
の
人

は
い
な
い
。「
通
知
発
送
」「
次
第
と
名

簿
の
印
刷
」「
会
計
」「
先
生
の
お
土
産

の
準
備
」と
、自
分
で
自
分
の
役
割
を

引
き
受
け
る
。「
校
歌
・
応
援
歌
」
は
、

元
音
楽
教
師
が
指
名
さ
れ
た
。
私
は

成
り
行
き
を
見
守
っ
た
。

「
今
年
は
物
故
者
の
黙
祷
を
や
め
よ

う
か
」と
幹
事
長
が
言
っ
た
。古
稀
を

過
ぎ
た
友
人
た
ち
が
、最
近
は
、次
々

と
鬼
籍
に
入
る
。そ
れ
な
の
に
、ど
う

し
て
？
と
私
は
思
っ
た
。「
富
田
君
、

お
祓
い
を
や
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と

幹
事
長
が
言
っ
た
。お
う
、そ
の
手
で

来
た
か
よ
、と
私
は
思
っ
た
。神
職
を

し
て
い
る
私
が
、
お
祓
い
を
断
る
理

由
は
な
い
。し
か
し
、そ
の
発
言
が
本

気
な
の
か
ど
う
か
思
案
し
て
、
へ
ら

へ
ら
笑
っ
て
い
る
う
ち
に
、前
回
、私

の
役
割
だ
っ
た「
司
会
」が
他
の
人
に

回
っ
て
い
っ
た
。

大
学
卒
業
以
来
、
私
は
公
立
高
校

に
勤
務
し
て
き
た
。そ
こ
で
は
、特
定

の
宗
教
・
宗
派
の
教
育
は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。（
同
窓
会
は
教
室
で
は
な

い
。だ
か
ら
、ご
祈
祷
は
法
律
違
反
で

は
な
い
）
と
私
は
頭
の
中
で
反
芻
し

た
。
何
度
か
の
幹
事
会
を
経
て
、
結

局
、本
気
ら
し
い
と
分
か
っ
た
時
、私

は「
福
寿
祈
願
」の
祝
詞
を
上
げ
よ
う

と
思
っ
た
。
人
は
死
ぬ
。
必
ず
死
ぬ
。

死
を
逃
れ
る
こ
と
は
誰
も
出
来
な
い
。

昔
の
人
は
長
寿
を
願
っ
た
。
し
か
し
、

七
十
歳
を
過
ぎ
た
今
、
思
う
こ
と
は
、

人
生
の
価
値
は
長
い
短
い
で
は
な
い
。

そ
の
人
な
り
に
、
豊
か
に
人
生
を
楽

し
ん
で
き
た
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と

思
う
。
と
こ
ろ
で
、
同
窓
会
の
中
で
の

儀
式
だ
か
ら
、
所
要
時
間
は
５
、
６

分
。
そ
の
中
で
ビ
シ
ッ
と
決
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
と
し
て
、
皆
様

が
喜
ん
で
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
よ
し

と
し
よ
う
。
そ
の
役
割
の
延
長
上
に
、

こ
の
報
告
書
の
仕
事
が
来
た
。
そ
の

後
、
反
省
会
が
開
か
れ
、
来
年
か
ら
の

幹
事
は
、
従
来
の
よ
う
な
、
ク
ラ
ス
順

で
は
な
く
、
更
に
同
窓
生
か
ら
の
要

望
を
取
り
入
れ
、
開
催
時
期
・
場
所
も

変
更
。
春
の
彼
岸
の
頃
（
平
成
25
年
は

３
月
23
日
）、
会
場
は
駅
前
付
近
、
案

内
状
の
発
送
は
年
明
け
、
と
決
定
し

た
。
士
会
に
参
加
し
て
い
る
時
の
私

は
、
活
発
な
仲
間
に
挟
ま
れ
て
圧
倒

「
士
会
」
は
続
く
　
　

高
11
回
卒
平
成
24
年
同
窓
会

め
に
「
黙
祷
」
を
さ
さ
げ
、「
世
話
役

代
表
│
鈴
木
計
一
氏
の
は
じ
め
の
言

葉
」「
同
窓
会
長
│
稲
垣
訓
宏
氏
の
乾

杯
」
を
皮
切
り
に
歓
談
へ
と
進
ん
だ
。

　
全
体
で
の
集
い
は
３
回
目
と
な
る

の
に
、
何
の
不
思
議
も
な
く
50
数
年

を
一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
高

校
時
代
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
時
代
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
に
!!
で
あ
る
。
席
を
自

由
に
移
動
し
つ
つ
旧
交
を
温
め
、
話

に
花
を
咲
か
せ
た
。
宴
た
け
な
わ
の

中
を
「
前
田
米
藏
氏
の
音
頭
で
中
締

め
の
校
歌
斉
唱
」。
さ
ら
に
会
場
を
変

え
て
の
２
次
会
、
い
つ
果
て
る
と
も

な
く
歓
談
が
続
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
高
見
　

吉
（
高
12
回
）

さ
れ
、
引
っ
込
み
思
案
だ
っ
た
高
校

時
代
の
頃
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
席
に

座
っ
て
、
仲
間
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、

に
こ
に
こ
笑
っ
て
い
る
だ
け
な
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
必
ず
勇
気
を
も
ら
っ

て
帰
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
不
思
議
で

な
ら
な
い
。

浜
松
西
高
第
11
回
卒
業
生
、
士
会

の
皆
様
は
、
来
年
も
是
非
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
こ
う
し
て
、
折

角
、
機
会
を
頂
戴
し
ま
し
た
の
で
、
一

言
、
お
知
ら
せ
し
、
お
願
い
を
い
た
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く

　
　
　
　
　
富
田
直
次
郎
（
高
11
回
）

高
12 

回
卒「
古
稀
の
集
い
」開
く
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浜
松
西
高
の
Ｏ
Ｂ
で
10
年
前
中
高

一
貫
校
設
立
時
の
静
岡
県
教
育
委
員

長
で
い
ら
し
た
杉
田
豊
さ
ん
（
高
９

回
）
を
講
師
に
迎
え
、
中
等
部
、
高
等

部
千
百
六
十
名
の
生
徒
を
前
に
、「
中

高
一
貫
教
育
に
期
待
す
る
こ
と
」
と

い
う
演
題
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
杉
田
さ
ん
は
、
５
年
前
よ
り
現
在

に
至
る
ま
で
浜
松
西
高
等
学
校
評
議

員
と
し
て
ご
活
躍
な
さ
っ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
中
高
一
貫
校
は
じ
ま
っ
て

10
年
の
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
当

日
の
講
演
内
容
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹

介
し
ま
す
。

以
下
、
講
演
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
浜
松
西
高
等

学
校
を
開
く
と
、
東
坂
の
門
、
立
派
な

桜
の
木
の
写
真
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
概
要
に
は
、
一
九
二
四
年
創

立
。
初
代
校
長
は
英
語
学
者
の
松
田

与
惣
之
助
氏
。
”「
知
・
仁
・
勇
」
を
校

訓
に
掲
げ
、
英
国
の
名
門
パ
ブ
リ
ッ

ク
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
イ
ー
ト
ン
校
を

手
本
に
「
ヤ
ン
グ
・
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ

ン
」の
育
成
を
目
指
し
た
“
と
あ
り
ま

す
。
イ
ー
ト
ン
校
は
多
数
の
著
名
人

を
世
界
に
送
り
出
し
て
い
る
こ
と
で

有
名
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

校
訓
の

　
知
と
は
　
高
い
知
性

　
仁
と
は
　
豊
か
な
心

　
勇
と
は
　
た
く
ま
し
い
心
　
　

を
示
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、
21
世
紀
が
求
め
る
人
物
像

21
世
紀
の
日
本
の
産
業
界
の
求
め

る
人
材
に
は
、
３
つ
の
力
が
必
要
で

す
。①

志
と
心
　
社
会
の
一
員
と
し
て

の
規
範
を
構
え
、
物
事
に
使
命
感
を

も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
力

②
行
動
力
　
情
報
の
収
集
や
交
渉
、

調
整
な
ど
を
通
じ
て
困
難
を
克
服
し

な
が
ら
目
標
を
達
成
す
る
力

③
知
力
　
深
く
物
事
を
探
求
し
考

え
抜
く
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
志
願
す
る
受

験
生
の
入
学
願
書
で
は
、
次
の
点
を

評
価
対
象
に
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ

社
会
の
求
め
る
人
間
像
が
見
え
て
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
的
好
奇
心
／
知
的
創
造
性
／
勉
学

の
成
果
／
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
／
責
任

感
／
自
信
／
温
か
い
人
間
性
／
ユ
ー

モ
ア
の
セ
ン
ス
／
他
人
に
対
す
る
思

第
八
回
同
窓
会
講
演
会

い
や
り
／
活
力
／
成
熟
度
／
率
先
し

た
行
動
力
／
障
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と

き
の
反
応
／
先
生
か
ら
尊
敬
さ
れ
て

い
る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
校
訓
の
知
・
仁
・

勇
と
重
な
り
ま
す
。そ
し
て
、豊
か
な

人
間
性
と
社
会
性
を
育
む
こ
と
が
新

し
い
時
代
を
拓
く
心
へ
と
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
豊
か
な
心
と
は
、　
　
　
　
　
　
　

①
美
し
い
も
の
や
自
然
に
感
動
す
る

心
　
②
正
義
感
や
公
正
さ
を
重
ん
じ

る
心
　
③
生
命
を
大
切
に
し
、
人
権

を
尊
重
す
る
心
　
④
他
人
を
思
い
や

る
心
や
社
会
貢
献
の
精
神
　
⑤
自
立

心
、自
己
抑
制
力
、責
任
感
　
⑥
他
者

と
の
共
生
や
異
質
な
者
へ
の
寛
容
な

ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
、
中
高
一
貫
教
育
に
期
待
す
る
こ

と
中
高
一
貫
教
育
は
、
中
等
教
育
の

一
層
の
多
様
化
を
推
進
し
、
生
徒
一

人
一
人
の
個
性
を
よ
り
重
視
し
た
教

育
の
実
現
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
教
育
の
実
現
は
、

・
併
設
型
の
特
色
を
生
か
す
　
　

　
６
年
間
を
見
通
し
た
系
統
的
・
計

画
的
に
指
導
す
る
。
高
校
か
ら
入
学

し
た
生
徒
に
は
、
中
等
部
か
ら
学
ん

で
い
る
生
徒
と
切
磋
琢
磨
し
て
能
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

工
夫
す
る
。

・
幅
広
い
教
養
と
高
い
志
を
育
む

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
す

る
。
例
え
ば
、
中
等
部
２
年
生
で
、
奈

良
・
京
都
、中
等
部
３
年
生
で
マ
レ
ー

シ
ア
等
の
外
国
、
高
等
部
１
年
で
現

代
の
課
題
、
高
等
部
２
年
で
研
究
成

果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な

ど
は
、
具
体
的
な
総
合
的
な
学
習
で

あ
る
。

・
進
路
希
望
を
実
現
す
る
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
論
理

的
思
考
の
育
成
、
少
人
数
授
業

・
中
・
高
一
体
で
取
り
組
む
　
　
　

文
化
祭
、
体
育
祭
、
コ
ー
ラ
ス
コ
ン

ク
ー
ル
な
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
実
践
さ
れ
て
い
る
。

知
識
社
会
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

必
要
な
要
素
は
、
次
の
４
つ
で
あ
る
。

①
健
康
な
身
体
、②
知
的
好
奇
心（
向

上
心
）、
③
我
慢
す
る
心
（
自
立
）、
④

己
を
信
じ
る
人
生
と
は
、
自
分
の
手

で
し
か
開
け
な
い
。
進
歩
向
上
し
た

い
と
望
ん
で
い
る
が
、
努
力
を
払
い

た
が
ら
な
い
。
勉
強
に
耐
え
ら
れ
な

い
の
は
、現
代
人
の
病
。人
生
の
成
功

は
知
識
で
は
な
く
、
勉
強
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
。
困
難
に
立
ち
向
か
わ
な

く
て
も
す
む
よ
う
に
な
る
の
は
、
人

生
が
終
わ
り
、
修
養
の
必
要
が
な
く

な
っ
た
と
き
だ
け
。
勤
勉
・
正
直
・
感

謝
で
あ
る
こ
と
。
勉
強
も
ス
ポ
ー
ツ

も
こ
つ
こ
つ
や
ら
な
け
れ
ば
、
道
は

開
け
な
い
。
己
を
信
じ
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
。
国
際
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
輝
く
よ
う
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

三
、
脳
と
学
習

脳
は
、
体
重
の
２
％
程
度
の
重
さ
、

約
千
億
個
の
神
経
細
胞
（
ニ
ュ
ー
ロ

ン
）に
よ
っ
て
営
ま
れ
て
い
る
。神
経

細
胞
は
増
殖
能
力
が
な
く
、
一
日
数

万
個
減
少
す
る
。し
か
し
、二
〇
〇
〇

年
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
紀
要
に
、

”鍛
え
れ
ば
活
性
化
し
、
増
殖
す
る
“

こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
脳
を
育
て
る

に
は
、
文
章
を
声
に
出
し
て
読
ん
だ

り
、
人
の
話
を
聞
い
て
理
解
し
た
り

す
る
と
、
右
側
の
脳
も
左
側
の
脳
も

活
動
す
る
。ま
た
、試
行
錯
誤
を
経
る

こ
と
で
、
脳
内
に
強
固
な
シ
ナ
プ
ス

が
形
成
さ
れ
、練
達
し
て
い
く
。コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と

き
に
は
、
一
部
の
脳
し
か
使
わ
れ
て

い
な
い
。文
章
能
力
や
国
語
力
は
、勉

強
や
仕
事
の
基
本
で
あ
る
。
こ
の
２

つ
を
鍛
え
る
に
は
、
本
を
読
む
こ
と

で
あ
る
。し
か
も
、膨
大
な
量
を
読
む

こ
と
が
一
番
の
近
道
。

最
後
に
、
杉
田
さ
ん
は
、「
後
輩
の

前
で
お
話
し
で
き
た
こ
と
を
私
の
宝

に
し
た
い
。皆
さ
ん
、健
康
で
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
と
締

め
く
く
ら
れ
た
。

同窓会専用電話・ファックス
/ ０５３－４５６－０６６２

Ｅメールアドレス
hama24@shizuoka.email.ne.jp
※毎週水曜日午前９時～１２時までは事務員の長尾さんが
応対。それ以外はファックス・メール又は、留守番電話に
メッセージを録音して下さい。



　
今
回
は
、
伝
統
の
Ｏ
Ｂ
定
期
戦
が

雨
天
中
止
と
な
っ
た
た
め
浜
松
西
高

校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
の
恒
例
に
な
っ
て

い
ま
す
『
夏
の
祭
典
』
の
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。『
夏
の
祭
典
』

は
毎
年
、
夏
の
選
手
権
静
岡
大
会
抽

選
日
の
翌
週
末
に
、
野
球
部
Ｏ
Ｂ
が

集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
野
球
を

肴
に
後
輩
た
ち
へ
の
期
待
か
ら
昔
な

つ
か
し
い
四
方
山
話
ま
で
、
皆
が
思

い
思
い
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

す
。

　
今
年
は
６
月
30
日
（
土
）
に
浜
松
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現
役
Ａ
戦
　
　
　
浜
西
１
―

０
浜
北

現
役
Ｂ
戦
　
　
　
浜
西
０
―

０
浜
北

現
役
Ｃ
戦
　
　
　
浜
西
１
―

０
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
30
歳
以
上
浜
西
３
―

１
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
40
歳
以
上
浜
西
１
―

０
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
50
歳
以
上
浜
西
０
―

６
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
60
歳
以
上
浜
西
０
―

０
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
20
歳
代
　
浜
西
０
―

０
浜
北

　
　
浜
松
西
高
校
の
勝
利

三
十
七
回
の
西
北
戦
を
振
り
返
っ
て

　
毎
年
８
月
の
第
１
日
曜
日
を
、
浜

サ
ッ
カ
ー

野
　
球

松
西
高
校
と
浜
松
北
高
校
の
現
役

サ
ッ
カ
ー
部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
集

ま
り
定
期
戦
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
し

て
８
／
13（
土
）の
午
後
か
ら
の
開
催

と
し
て
み
ま
し
た
。
し
か
も
会
場
を

有
玉
の
人
工
芝
に
変
更
し
て
。
理
由

は
と
に
か
く
「
多
く
の
両
校
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
や
す
い
環
境
に
し
て
み
よ

う
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
程
の

変
更
と
時
間
の
変
更
で
よ
り
多
く
の

Ｏ
Ｂ
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

し
た
が
、残
念
な
が
ら
、今
回
は
あ
ま

り
多
く
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
た

ち
の
試
合
時
間
に
来
て
、
試
合
が
終

わ
れ
ば
用
事
が
あ
る
よ
う
で
皆
さ
ん

お
帰
り
に
な
る
こ
と
が
多
く
結
果
的

に
試
合
を
観
戦
し
て
い
た
だ
け
る
Ｏ

Ｂ
の
方
々
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
来
年
度
の
開
催
に
向
け

て
、
改
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
や
は
り

定
期
戦
と
い
う
の
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ

の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
こ
そ
、

よ
り
意
味
の
あ
る
も
の
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
年
代
の
試
合
を

み
て
、様
々
な
年
代
の
人
た
ち
と
、い

ろ
ん
な
会
話
を
す
る
の
が
一
番
だ
と

思
い
ま
す
。

　
次
回
、
西
北
定
期
戦
は
浜
松
西
高

校
側
が
幹
事
と
し
て
行
い
ま
す
。
よ

り
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
れ
る
環
境
を

整
え
そ
し
て
、
北
高
校
と
切
磋
琢
磨

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

今
後
も
浜
松
西
高
校
・
浜
松
北
高
校

の
プ
ラ
イ
ド
を
か
け
た
戦
い
が
続
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
第
37
回
西
北
戦
は
浜
松
西
高
校
の

勝
利
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
報
告
し
ま
す
。

第
三
十
七
回
定
期
戦
結
果

Ｏ
Ｂ
会
活
動
紹
介

ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
昭
和
49
年
３
月
に
初
代
の
卒
業
生

を
送
り
出
し
、
こ
の
春
に
は
38
代
目

が
西
高
を
巣
立
ち
ま
し
た
。
非
公
式

な
が
ら
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
現
役
世
代
を

支
援
し
始
め
た
の
は
平
成
10
年
頃
か

ら
で
す
。
同
級
生
の
結
婚
式
で
、
西

高
ボ
ー
ト
部
で
苦
楽
を
共
に
し
た
友

人
達
と
再
会
し
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
当
時
、
国
体
で
静
岡
県
の
成
年

代
表
、
県
ボ
ー
ト
協
会
理
事
、
中
学

の
ボ
ー
ト
部
顧
問
な
ど
で
再
び
ボ
ー

ト
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
60

年
前
後
の
卒
業
生
が
Ｏ
Ｂ
会
の
中
心

と
な
っ
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
活

動
と
し
て
は
、
５
月
に
佐
鳴
湖
で
行

わ
れ
る
「
五
月
レ
ガ
ッ
タ
」、
初
夏

に
天
竜
で
行
わ
れ
る
「
ボ
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
天
竜
」
な
ど
の
市
民

大
会
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
０

６
年
に
は
、「
さ
な
る
湖
会
」
と
し

て
浜
松
市
の
代
表
と
し
て
「
第
15
回

全
国
市
町
村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
南
砺
大

会
」
に
出
場
し
、
壮
年
の
部
で
見
事

準
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
ま
た

昨
年
か
ら
10
月
の
高
校
新
人
戦
と
同

日
開
催
で
始
ま
っ
た
「
オ
ー
タ
ム
レ

ガ
ッ
タ
　
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
戦
」
で
は
現

役
生
の
応
援
の
も
と
、
清
水
南
高
と

の
一
騎
打
ち
を
制
し
、
記
念
す
べ
き

第
１
回
王
者
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、

多
く
の
高
校
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
参
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
ボ
ー
ト
部
で
は
、
例
年
１
月
１
日

朝
10
時
か
ら
佐
鳴
湖
で
「
初
漕
会
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
役
生
と
の
交

流
の
場
と
し
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
も
毎
年

30
名
近
く
集
ま
り
ま
す
。
西
高
中
等

部
が
で
き
た
10
年
前
、
高
校
生
徒
数

の
減
少
の
影
響
を
受
け
、
部
員
数
が

１
名
ま
で
減
っ
た
時
期
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
「
勉
強
と
の
両
立
が

し
や
す
い
運
動
部
」
と
い
う
評
判
が

功
奏
し
現
在
で
は
40
名
ま
で
急
増
、

こ
こ
４
年
間
で
は
全
国
大
会
出
場
の

常
連
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
特
に

中
等
部
３
年
の
秋
か
ら
高
等
部
の
活

動
に
入
る
た
め
、
１
年
生
が
夏
に
は

戦
力
と
な
り
新
人
戦
で
は
抜
群
の
強

さ
を
誇
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
役
生
の
活
躍
を
支
え

る
活
動
と
し
て
、
新
艇
を
寄
贈
し
て

陰
か
ら
支
え
る
の
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
５
年

間
で
２
艇
の
新
艇
寄
贈
、
ま
た
台
風

に
よ
っ
て
破
損
し
て
し
ま
っ
た
コ
ー

チ
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
修
繕
費
の
支

援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
詳
し

い
活
動
に
つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
。( http:/m
asalabo.com

/
ham
anishirc/ )

　
　
　
　
　
　
高
40
回
　
鈴
木
政
晴

【
ボ
ー
ト
部
の
主
な
戦
績（
単
独
チ
ー
ム
）】

昭
和
62
年
全
国
総
体
男
子
フ
ォ
ア
４
位

平
成
元
年
全
国
総
体
男
子
フ
ォ
ア
出
場

平
成
６
年
全
国
選
抜
大
会
男
子
シ
ン

グ
ル（
太
田
）優
勝

平
成
８
年
全
国
総
体
男
子
フ
ォ
ア
出
場

平
成
15
年
全
国
総
体
男
子
フ
ォ
ア
出
場

平
成
21
年
全
国
選
抜
大
会
男
子
ダ
ブ

ル
６
位

平
成
22
年
全
国
選
抜
大
会
男
子
ク
オ

ド
ル
プ
ル
７
位

平
成
24
年
全
国
選
抜
大
会
女
子
ダ
ブ

ル
７
位

平
成
24
年
全
国
総
体
女
子
ダ
ブ
ル
※
こ

れ
か
ら
本
大
会

【
ボ
ー
ト
部
の
主
な
戦
績（
静
岡
県
選
抜
チ
ー
ム
）】

平
成
７
年
国
民
体
育
大
会
男
子
ダ
ブ

ル（
岩
田
）優
勝

平
成
21
年
国
民
体
育
大
会
男
子
ダ
ブ

ル（
中
桐
）出
場
　
男
子
ク
オ
ド
ル
プ

ル（
涌
井
）出
場

平
成
22
年
国
民
体
育
大
会
女
子
ダ
ブ

ル（
佐
藤
）出
場

平
成
23
年
国
民
体
育
大
会
女
子
ダ
ブ

ル（
高
橋
）　
６
位

寄贈された新艇２艇
（男子ダブルスカル、女子クオドルプル）

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
白
鳥
の
間
に
高

46
・
47
回
の
Ｏ
Ｂ
が
幹
事
と
な
り
、

高
34
回
の
清
水
監
督
を
含
む
西
高
野

球
部
関
係
の
先
生
方
に
加
え
、
上
は

高
20
回
大
橋
基
文
さ
ん
か
ら
下
は
高

59
回
飯
田
将
利
さ
ん
ま
で
総
勢
50
名

の
世
代
を
越
え
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
が
集

い
、
毎
度
お
な
じ
み
の
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。
現
役
生
の
練
習
風
景
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
た
り
、
清
水
監
督
の

大
会
へ
の
思
い
を
聞
い
た
り
、
余
興

と
し
て
31
年
前
の
甲
子
園
出
場
当
時

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
争
奪
の
ゲ
ー
ム
と
・
・
沢

山
の
企
画
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

酒
が
進
む
に
つ
れ
、
会
場
の
皆
は
○

十
年
若
返
り
、
現
役
当
時
の
き
ら
き

ら
し
た
少
年
に
戻
り
時
の
経
つ
の
も

忘
れ
・
・
楽
し
い
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
Ｏ
Ｂ
会
よ

り
現
役
選
手
に
記
念
品
（
ボ
ー
ル
）

を
贈
呈
し
、
皆
で
懐
か
し
い
校
歌
を

斉
唱
し
、「
球
場
で
あ
い
ま
し
ょ
う
！
」

を
合
言
葉
に
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　（
高
29
回
　
村
上
由
喜
孝
）



六
年
間
西
山
台
で
の
恩
師
の
方
々
、

先
輩
諸
氏
同
級
生
と
の
学
舎
に
お
け

る
勉
学
、
部
活
を
通
じ
て
培
わ
れ
糧

と
な
っ
た
忍
耐
と
己
よ
り
他
人
を
慮

る
心
の
譲
成
が
據
り
所
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
度
同
窓
会
長
の
稲
垣
訓
宏
様

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
届
け
て
頂

き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
齢
も
人
生
の
第
四
コ
ー
ナ
ー
に
身

を
置
く
今
日
こ
の
頃
、
体
の
ゆ
る
す

限
り
微
力
で
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
社
会
の
貢
献
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
柴
田
宏
祐
（
高
12
回
）

　
私
が
新
装
な
っ
た
白
亜
の
校
舎
が

威
容
を
誇
る
浜
松
西
高
校
に
入
学
し

た
の
は
終
戦
か
ら
十
年
余
り
経
た
昭

和
三
十
二
年
で
し
た
。
片
田
舎
の
小

さ
な
中
学
校
を
卒
業
し
て
浜
松
と
い

う
都
会
の
一
画
に
立
つ
高
校
は
あ
ま

り
に
も
ま
ぶ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
田
舎
暮
ら
し
と
大
き
く
違

う
学
校
生
活
は
一
種
の
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
お
山
の
大
将
の

よ
う
で
、
競
争
相
手
の
い
な
か
っ
た

中
学
校
の
学
習
と
違
っ
て
、
信
頼
で

h
ttp
://w
w
w
.h
a
m
a
n
ish
i.o
rg
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平
成
23
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
　
鈴
木
育
太
郎
（
高
３
回
）

瑞
宝
双
光
章
　
柴
田
宏
祐
（
高
12
回
）

平
成
24
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章
　
清
水
　
孝
（
高
３
回
）

瑞
宝
双
光
章
　
土
屋
　
勲
（
高
12
回
）

　
　

　
　
　
　
　
鈴
木
育
太
郎
（
高
３
回
）

　
昨
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
、
十
一
月

八
日
国
土
交
通
省
よ
り
鉄
道
業
務
功

労
に
対
し
瑞
宝
双
光
章
、
勲
記
を
授

与
さ
れ
、
皇
居
に
参
内
し
皇
太
子
殿
下

に
謁
見
の
栄
に
浴
し
、
天
皇
陛
下
か
ら

託
さ
れ
た
お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

　
国
鉄
に
奉
職
し
て
三
十
一
年
の
間

特
筆
す
る
業
績
も
な
く
組
織
の
一
員

と
し
て
上
司
、
先
輩
か
ら
の
温
か
い

ご
指
導
、
同
僚
か
ら
の
惜
し
み
な
い

ご
協
力
に
縋
り
安
全
・
正
確
・
迅

速
・
快
適
を
旨
と
す
る
鉄
道
輸
送
に

日
夜
従
事
す
る
職
員
の
下
支
え
を

担
っ
て
い
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、

私
に
関
わ
っ
た
多
く
の
方
々
へ
の
受

章
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
偏
に
終
戦
時
の
混
乱
期
の

き
る
多
く
の
友
と
わ
き
出
る
泉
の
よ

う
に
深
い
見
識
で
教
育
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
に
囲
ま
れ
た
高
校
生

活
は
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
を
身
に
付

け
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
校
生
活

は
我
が
青
春
の
か
け
が
え
の
な
い
一

頁
で
し
た
。

　
卒
業
後
、
教
員
養
成
大
学
に
進

み
、
続
い
て
就
い
た
教
職
に
あ
っ
て

も
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
を
標
榜
す
る
進

取
の
西
高
校
の
気
風
は
私
を
支
え
続

け
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
叙

勲
も
こ
う
し
た
西
山
台
精
神
の
延
長

線
上
に
輝
く
と
も
し
火
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　
小
・
中
・
高
・
大
学
の
同
窓
会
で

改
め
て
叙
勲
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰

状
と
記
念
品
ま
で
い
た
だ
い
た
の
は

浜
松
西
高
校
だ
け
で
し
た
。
同
窓
会
の

皆
様
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
清
水
　
孝
（
高
３
回
）

去
る
四
月
二
十
九
日
、
叙
勲
式
及

び
皇
居
に
お
け
る
拝
謁
に
て
天
皇
陛

下
か
ら
お
言
葉
を
賜
り
、
身
に
余
る

光
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

私
は
現
役
時
代
三
十
数
年
に
亘
り
、

静
岡
大
学
工
学
部
機
械
工
学
科
に
お

い
て
教
鞭
を
取
り
つ
つ
冷
媒
や
流
体

の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら

は
近
代
に
お
い
て
技
術
の
躍
進
が
め

ま
ぐ
る
し
い
分
野
で
あ
り
、ま
た
冷
媒

フ
ロ
ン
の
オ
ゾ
ン
層
破
壊
問
題
に
代

表
さ
れ
る
環
境
対
応
へ
の
要
請
に
も

腐
心
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、こ
の
た

び
の
叙
勲
と
い
う
栄
誉
は
、こ
の
よ
う

な
研
究
を
取
り
巻
く
状
況
、共
同
研
究

さ
れ
た
産
業
界
・
行
政
機
関
の
研
究

者
・
担
当
者
の
皆
様
、
そ
し
て
身
近
で

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
の
お

か
げ
と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

記
憶
を
ひ
も
と
け
ば
、
浜
松
西
高

時
代
は
天
文
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
当
時

の
先
生
の
勧
め
も
あ
っ
て
、夜
の
校
庭

で
仲
間
と
共
に
獅
子
座
流
星
群
を
観

測
し
、
観
測
デ
ー
タ
を
研
究
機
関
に

送
っ
た
も
の
で
し
た
。か
よ
う
な
高
校

時
代
の
活
動
が
、私
が
理
科
系
の
道
に

進
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
だ
と
、感

謝
の
念
と
と
も
に
今
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

今
後
と
も
浜
松
西
高
同
窓
生
の
皆

様
が
更
な
る
研
鑽
を
積
ま
れ
、社
会
の

様
々
な
方
面
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
土
屋
　
勲
（
高
12
回
）

　
こ
の
度
、
春
の
叙
勲
の
栄
に
浴
し

五
月
三
十
一
日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

東
京
に
て
伝
達
式
、
皇
居
豊
明
殿
に

お
い
て
拝
謁
と
、
貴
重
な
体
験
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
聞
発
表
以
降
、
多
く
の
方
々
か

ら
祝
電
や
祝
詞
を
い
た
だ
き
、
皆
様

方
の
支
え
が
あ
っ
て
職
務
を
遂
行
で

き
た
ん
だ
な
と
、
改
め
て
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
が
好
き
で
教
員
の
道
に
進

み
ま
し
た
。
が
、
結
果
的
に
は
公
職
に

あ
っ
た
四
十
三
年
間
の
内
、
半
分
は

県
教
委
、
市
教
委
等
の
教
育
行
政
に

身
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
常
に
現
場
主
義
を
貫
き
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
ど
う
す
る
こ
と
が

良
い
こ
と
か
を
判
断
基
準
と
し
楽
し

い
学
校
づ
く
り
に
腐
心
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

先
輩
後
輩
同
僚
に
助
け
ら
れ
楽
し
く

仕
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
上
、
ご
褒

美
ま
で
い
た
だ
け
る
と
は
…
。

　
今
回
は
高
四
十
五
回
の
同
窓
会
誌

編
集
委
員
の
方
か
ら
の
依
頼
、
随
分

歳
を
と
っ
た
な
と
実
感
し
な
が
ら
コ

メ
ン
ト
を
綴
り
ま
し
た
。

　
浜
西
高
同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
ご
挨
拶
に
代
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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七
尾
与
史  

石
川
直
義
（
高
40
回
）

　
僕
が
七
尾
与
史
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム

を
名
乗
っ
て
か
ら
今
年
の
七
月
で
丸
二

年
に
な
り
ま
す
。
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
て

か
ら
こ
の
二
年
は
自
分
の
人
生
で
も
い

い
意
味
で
激
動
と
い
え
る
も
の
で

し
た
。
出
版
業
界
は
も
ち
ろ
ん
著
名
な

作
家
さ
ん
や
テ
レ
ビ
業
界
、
ラ
ジ
オ
業

界
の
人
た
ち
な
ど
今
ま
で
ま
っ
た
く
縁

の
な
か
っ
た
方
た
ち
と
知
り
合
い
に

な
っ
た
り
お
話
を
す
る
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
イ
ン

会
や
講
演
会
、
は
た
ま
た
テ
レ
ビ
出
演

な
ど
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自

分
の
仕
事
と
は
今
で
も
思
え
ま
せ
ん
。

夢
の
中
の
出
来
事
と
い
う
か
他

人
事
と
い
う
か
、
と
に
か
く
自
分
の

や
っ
て
い
る
こ
と
と
い
う
実
感
が
持
て

な
い
。
先
日
、
僕
の
デ
ビ
ュ
ー
作
が

ち
ょ
っ
と
だ
け
再
現
ド
ラ
マ
と
し
て
全

国
放
映
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
す
ら

も
他
人
の
作
品
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
よ
く
シ
ン
デ
レ
ラ
ス
ト
ー
リ
ー
な

ん
て
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
今
の
自

分
は
「
プ
チ
」
が
つ
き
ま
す
が
そ
れ

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

自
分
の
書
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
が
何
万

人
、
作
品
に
よ
っ
て
は
十
万
人
以
上
の

読
者
に
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

未
だ
に
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん

評
価
は
賛
否
で
し
ょ
う
け
ど
、「
七
尾

与
史
の
作
品
を
読
み
た
い
」
と
言
っ
て

く
だ
さ
る
読
者
さ
ん
た
ち
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
サ
イ
ン
会
を
開
け
ば
百
人

く
ら
い
の
人
た
ち
が
列
を
作
っ
て
僕
の

本
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
そ
ん
な

時
「
今
ま
で
取
り
立
て
て
取
り
柄
の
な

い
人
生
を
送
っ
て
き
た
僕
に
何
が
起

こ
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
い
ま
す
。

日
頃
の
行
い
も
そ
ん
な
に
い
い
わ
け

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
し
ね
。

　
高
校
時
代
は
読
書
と
は
無
縁
で
し

た
。
で
も
映
画
が
大
好
き
で
よ
く
行
き

ま
し
た
よ
。
あ
の
頃
は
中
央
劇
場
と
か

テ
ア
ト
ル
有
楽
と
か
松
菱
劇
場
と
か
浜

松
の
繁
華
街
に
映
画
館
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
今
だ
か
ら
言
え
る

け
ど
学
校
サ
ボ
っ
て
『
悪
魔
の
毒
々
モ

ン
ス
タ
ー
』
み
た
い
な
映
画
を
見
に

行
っ
た
わ
け
で
す
。
あ
の
頃
は
「
映
画

の
仕
事
に
就
け
た
ら
い
い
な
あ
」

と
い
う
仄
か
な
夢
が
あ
り
ま
し
た
。
と

い
っ
て
も
実
現
を
目
指
し
て
い
た
わ
け

じ
ゃ
な
く
か
な
わ
な
い
夢
程
度
の
認
識

で
し
た
。
結
局
僕
は
歯
医
者
の
大
学
に

進
ん
で
い
く
わ
け
で
す
。（
国
公
立
で

は
そ
こ
し
か
合
格
で
き
な
か
っ
た
）
転

機
は
30
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。
あ
る
文
学

新
人
賞
に
戯
れ
に
挑
戦
し
て
み
た
ら
い

き
な
り
最
終
選
考
に
残
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。「
も
し
か
し
た
ら
才
能
あ
る

か
も
」
と
思
っ
た
僕
は
作
家
を
目
指
し

数
年
後
に
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
は
次
の
目
標
は
必
然
的
に

映
画
化
で
す
。
映
画
の
仕
事
に
就
き
た

い
と
い
う
夢
は
映
画
と
は
無
関
係
の
経

路
を
た
ど
っ
て
、
40
を
超
え
た
年
齢
で

挑
戦
で
す
。
実
は
映
画
化
や
連
ド
ラ
の

話
は
い
く
つ
か
来
て
い
る
よ
う
な
の
で

す
が
ま
だ
実
現
し
て
ま
せ
ん
。
こ
れ
ば

か
り
は
運
の
要
素
が
大
き
い
よ
う
で

す
。

作
家
デ
ビ
ュ
ー
こ
の
二
年

活
躍
す
る
同
窓
生

【
一
部
作
品
紹
介
】

「死亡フラグが
　たちました」

「殺戮ガール～殺
しも芸の肥やし
～」

「ドＳ刑事～朱に
交われば赤くなる
殺人事件～」

「山手線探偵」

手
や
足
、
目
の
不
自
由
な
方
々
が
ど

ん
な
に
不
愉
快
だ
っ
た
か
と
つ
く
づ

く
感
じ
ま
す
が
、
当
時
滞
り
な
く
中

継
を
行
う
こ
と
に
と
ら
わ
れ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
命
で
あ
る
こ
と
ば
を
粗
末

に
扱
っ
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し
く

て
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
外
に
も
緊

張
の
連
続
で
ニ
ュ
ー
ス
の
言
葉
を
読

み
間
違
え
た
り
し
て
先
輩
か
ら
叱
ら

れ
た
り
な
ど
な
ど
、
数
々
の
苦
い
経

験
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
人
の
頃
「
こ

と
ば
の
怖
さ
」
と
い
う
も
の
を
身
に

し
み
て
感
じ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
後
、

仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
こ
と

ば
を
と
て
も
大
切
に
扱
う
よ
う
心
が

け
、
ま
た
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
私
が
一
番
好
き
な
仕
事
は

苦
い
経
験
を
し
た
同
じ
あ
の
生
中
継
。

特
に
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
ラ
イ
ブ
で
伝

え
る
も
の
は
、
そ
の
と
き
瞬
時
に
ど

の
よ
う
に
切
り
取
っ
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
ば
を
乗
せ
た
ら
い
い
か
を
判

断
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
が
う
ま
く
は
ま
っ
た
と
き
、
視

聴
者
の
方
が
「
行
っ
て
み
た
い
」
と

い
っ
て
く
だ
さ
っ
た
時
、
な
ん
と
も

い
え
な
い
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
２
人
の
わ
ん
ぱ
く
な
息
子

た
ち
に
振
り
回
さ
れ
育
児
中
心
の
生

活
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
次
世
代
の
こ
ど
も
た
ち
に
こ
と
ば

の
力
を
伝
え
て
い
く
幼
児
教
育
に
も

自
分
の
経
験
が
活
か
せ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

略
歴

　
白
百
合
女
子
大
卒
業
後
、
福
岡
の

放
送
局
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
入

社
。
結
婚
後
退
社
し
て
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
宣
伝
番
組
や
、

ニ
ュ
ー
ス
、
報
道
番
組
の
レ
ポ
ー

タ
ー
、
中
国
大
連
の
日
本
語
番
組
な

ど
を
担
当
。
そ
の
他
現
在
は
日
本
語

三
輪（
伊
藤
）有
里
子
（
高
45
回
）

　
私
が
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
職
業

を
選
ん
だ
原
点
は
、
ま
さ
に
西
高
時

代
の
経
験
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
当

時
、
母
の
勧
め
で
行
っ
た
カ
ナ
ダ
へ

の
語
学
留
学
で
す
。
初
め
て
日
本
を

と
び
だ
し
教
科
書
で
学
ん
で
き
た
英

語
を
使
っ
て
買
い
物
す
る
、
外
国
の

友
達
と
趣
味
や
恋
愛
に
つ
い
て
、
国

の
こ
と
に
つ
い
て
心
を
交
え
る
。
す

べ
て
が
新
鮮
で
ま
さ
に
こ
と
ば
と
い

う
も
の
が
生
き
た
ツ
ー
ル
と
な
り
人

を
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と
を
体
感
し
た

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
７
年
後
、
そ
の
こ
と
ば

を
扱
う
と
い
う
憧
れ
の
職
業
に
運
よ

く
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
入
社
し
て
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
し

て
い
た
気
持
ち
か
ら
現
実
の
厳
し
さ

に
直
面
し
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す

る
の
に
は
さ
ほ
ど
時
間
は
か
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
入
社
し
て
す
ぐ
の
仕

事
は
博
多
駅
か
ら
の
生
中
継
。
本
の

ラ
ン
キ
ン
グ
発
表
で
乙
武
洋
匡
さ
ん

の
「
五
体
不
満
足
」
を
紹
介
す
る
際
に

「
五
体
満
足
と
い
う
言
葉
は
よ
く
聞
き

ま
す
が
・
・
・
。」
と
何
気
な
く
は
な
っ

た
ひ
と
こ
と
。
今
考
え
る
と
な
ん
と

無
神
経
な
言
葉
を
軽
々
し
く
公
共
の

電
波
で
放
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、

こ
と
ば
に
魅
せ
ら
れ
て

「失踪トロピカル」
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加
茂
光
一
郎
（
高
45
回
）

　
前
職
を
含
め
11
年
半
都
内
で
働
き
、

約
３
年
前
に
家
業
を
手
伝
う
た
め
浜

松
に
戻
り
ま
し
た
。
地
元
に
戻
り
仕

事
を
す
る
中
で
、
東
名
阪
の
企
業
に

偏
り
が
ち
な
経
済
活
動
、
そ
の
結
果
、

元
気
を
失
い
つ
つ
あ
る
地
方
経
済
を

実
感
す
る
一
方
で
、
地
方
に
は
「
共
生

す
る
風
土
」
や
「
つ
な
が
る
（
仲
間
）

意
識
の
強
さ
」
が
残
っ
て
い
る
と
も

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
父
か
ら
「
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
」
の
構
想
を
聞
き
ま
し
た
。
当

初
は
壮
大
す
ぎ
る
話
ゆ
え
、
実
現
可

能
性
や
時
間
的
制
約
な
ど
を
考
え
る

と
、
私
自
身
一
歩
ひ
い
た
思
い
で
し

た
。
が
、
後
に
実
行
委
員
に
名
を
連
ね

る
メ
ン
バ
ー
や
親
交
の
あ
っ
た
ゴ
ル

フ
関
係
者
の
方
々
の
話
を
伺
い
「
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
日
頃

漠
然
と
感
じ
る
こ
の
地
の
現
状
を
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
で
も
好
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
て
み
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
」
と
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
来
、
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
は
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

”地
域
・
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

参
加
型
の
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

作
り
の
大
会
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
企
画
書

を
持
参
し
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
方
々
と

会
い
、賛
同
者
を
募
る
活
動
か
ら
始
め

た
わ
け
で
す
が
、
当
初
は
「
市
民
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
」と
勘
違
い
さ
れ
る
な
ど
珍

道
中
な
日
々
で
し
た
。
で
す
が
、
次
第

に
、
お
会
い
す
る
方
か
ら
「
あ
の
人
に

会
い
に
行
く
と
い
い
よ
！
」と
い
う
声

が
生
ま
れ
、徐
々
に
支
援
の
輪
も
広
が

り
始
め
ま
し
た
。そ
ん
な
広
が
り
の
中

で
、
お
会
い
し
た
方
が
「
西
高
Ｏ
Ｂ
」

と
知
り
驚
き
つ
つ
も
勝
手
に
親
近
感
を

覚
え
て
い
る
機
会
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
活
動
を
し
て
い
る
と  

”  

同
窓  

“

” 
同
郷 
“
な
ど
、
同
じ
場
所
や
時
間
を

共
有
し
た
と
い
う
仲
間
意
識
が
、理
屈

ぬ
き
で
、よ
り
つ
な
が
り
を
深
め
る
も

の
と
な
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
実
際
、こ
の
大
会
に
関
わ
っ
て
い
る

多
く
の
方

（々
実
行
委
員
だ
け
で
な
く

選
手
や
著
名
人
の
方
も
）
が
、
何
ら
か

の
共
通
項
を
も
と
に
、自
分
の
ケ
ー
タ

イ
に
あ
る
仲
間
に
連
絡
し
、イ
ベ
ン
ト

を
実
現
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
大
会
の
合
言
葉
に
あ
る  

” 

み
ん
な
で

つ
く
る 

“
は
、そ
ん
な
活
動
を
象
徴
し

た
フ
レ
ー
ズ
と
感
じ
ま
す
。活
動
の
中

で
得
た
モ
ノ
（
つ
な
が
り
・
経
験
）
が
、

私
だ
け
で
な
く
大
会
に
関
わ
る  

”  

み

ん
な 

“
の
仕
事
や
生
活
の
お
役
に
立
っ

て
い
る
の
な
ら
ば
、
現
状
好
転
の
一

助
と
な
る
の
か
な
ぁ
。
と
事
務
局
の

立
場
か
ら
勝
手
な
が
ら
思
っ
て
い
ま

す
。

略
歴

明
治
大
学
卒
業
後
、（
株
）Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー

タ
に
て
通
信
業
界
の
新
規
シ
ス
テ
ム
提

案
に
従
事
。
２
０
０
７
年
（
株
）
電
器

堂
に
入
社
。
２
０
１
０
年
よ
り
「
と
お

　
第
11
回
西
高
同
窓
フ
ォ
ー
ラ
ム
は

平
成
二
十
四
年
二
月
十
八
日（
土
）ホ

テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
で
、
八
十
名

余
り
の
出
席
者
の
元
行
わ
れ
た
。

　
第
一
部
は
、「
銀
木
犀
の
間
」
に

て
浜
松
市
副
市
長
の
高
21
回
古
橋
利

弘
様
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
年
の
台
風
時
の
浜
松
市
の
対
応

や
人
口
問
題
、
地
震
対
策
な
ど
興
味

深
い
講
演
内
容
で
し
た
。

　
第
二
部
は
、
ホ
テ
ル
内
「
雲
の
間
」

に
会
場
を
移
動
し
て
の
懇
親
会
。
高

14
回
大
塚
哲
雄
氏
の
司
会
に
て
進

行
さ
れ
、
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
様
々
な
世
代
の
方
と
の

交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

高
33
回
大
村
幸
広
氏
か
ら
５
月
開

催
の
「
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ
大
会
」

の
紹
介
、
来
年
１
月
の
「
新
春
の

集
い
」
の
代
表
幹
事
の
高
45
回
新

野
　
正
氏
か
ら
「
輝
〜
人
、
友
、

未
来
」
の
テ
ー
マ
説
明
が
あ
り
、

高
14
回
野
末
武
志
氏
の
指
揮
で
応

援
歌
を
歌
い
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

浜
松
市
副
市
長

　
古
橋
利
弘
氏
後
援
会

第
11
回 

浜
西
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
に
も

携
わ
る
。

リ
ラ
ン
カ
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、等
々
、

10
カ
国
に
上
る
。

　
海
外
を
飛
び
回
っ
て
い
る
と
、世
界

は
本
当
は
狭
い
ん
だ
、と
感
じ
る
瞬
間

が
あ
る
。出
張
先
で
西
高
Ｏ
Ｂ
に
出
会

う
、と
い
う
こ
と
も
そ
う
し
た
瞬
間
の

一
つ
だ
。
例
え
ば
、
近
年
急
成
長
中
で

日
本
企
業
の
進
出
も
著
し
い
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
は
、浜
松

出
身
も
し
く
は
縁
の
あ
る
人
が
集
ま
る

浜
松
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
。そ
こ
に

は
、西
高
Ｏ
Ｂ
も
何
人
か
参
加
し
て
い

て
、
西
高
会
ま
で
で
き
て
し
ま
う
の

だ
。
海
外
で
暮
ら
す
日
本
人
社
会
で

は
、日
本
語
を
話
し
た
り
生
活
上
の
情

報
交
換
を
し
た
り
す
る
た
め
、日
本
人

会
や
ら
県
人
会
や
ら
が
結
成
さ
れ
る
こ

と
は
ど
の
国
で
も
よ
く
あ
る
の
だ
が
、

市
レ
ベ
ル
で
会
が
で
き
る
の
は
珍
し

く
、浜
松
人
の
地
元
愛
と
結
束
の
強
さ

が
う
か
が
え
る
。そ
も
そ
も
浜
松
は
製

造
業
が
多
い
の
で
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

工
場
を
持
つ
企
業
も
多
く
、長
期
の
駐

在
員
と
し
て
生
活
し
て
い
る
人
は
多

い
。
そ
し
て
、
浜
松
人
に
特
有
の
創
造

性
と
「
や
ら
ま
い
か
」
精
神
を
大
い
に

発
揮
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
も
多
い
の

だ
。
こ
の
先
も
、
海
外
の
、
ど
こ
か
の

街
角
で
、そ
ん
な
浜
松
人
や
西
高
Ｏ
Ｂ

に
出
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、海
外

を
渡
り
歩
い
て
い
き
た
い
。

略
歴

筑
波
大
学
卒
業
後
、（
株
）
ア
ル
メ
ッ

ク
入
社
。二
〇
〇
一
年
青
年
海
外
協
力

隊
（
現
職
参
加
）
に
て
モ
ロ
ッ
コ
王
国

フ
ェ
ズ
県
イ
ム
ー
ゼ
ル
・
カ
ン
ダ
ー
ル

市
役
所
に
勤
務
。
二
〇
〇
三
年
（
株
）

ア
ル
メ
ッ
ク
復
帰
後
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、他
６
カ
国
で
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
、
現
在
に
至
る
。

海
外
を
飛
び
回
っ
て

酒
井
　
夕
子
（
高
45
回
）

　
か
つ
て
外
交
官
に
な
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
国
に
行
っ
て
み
た
い
と
夢
見
て

い
た
私
は
今
、開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
仕
事
を
し
て
い
る
。
が
、「
そ
れ
っ

て
ど
ん
な
仕
事
で
す
か
」、
と
聞
か
れ

る
と
、
一
口
に
説
明
す
る
の
は
難
し

い
。
一
応
は
、
発
展
途
上
国
に
行
っ
て

現
地
で
仕
事
を
す
る
、
と
答
え
る
の

だ
が
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
一
般
的
に
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政

府
開
発
援
助
）
と
し
て
、
発
展
途
上
国

の
都
市
基
盤
や
教
育
等
の
開
発
に
関

わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、そ
の
最
前
線

で
、相
手
国
政
府
と
の
間
の
緩
衝
材
と

し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
管
理
や

技
術
移
転
を
行
う
の
が
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
だ
。
具
体
的
に
は
、
交
通
計

画
（
高
速
道
路
や
都
市
鉄
道
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
や
都
市
計
画
、
防
災
計

画
を
策
定
す
る
チ
ー
ム
に
参
画
し
て
、

主
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
担
当
し
て
い
る
。
今
ま
で
仕
事
で

行
っ
た
国
は
、青
年
海
外
協
力
隊
と
し

て
２
年
間
生
活
し
た
モ
ロ
ッ
コ
を
含

め
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ス

み
ん
な
で
つ
く
る 

を
合
言
葉
に

”

  

“

と
う
み
浜
松
オ
ー
プ
ン
」の
企
画
運
営

に
関
わ
る
。
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「
ま
だ
ま
だ
」と
思
っ
て
い
る
の
は
？

　
　
　
　
　
鈴
木
　
均
（
高
23
回
）

　
還
暦
を
辞
書
で
引
く
と
、「
数
え

年
61
歳
の
称
。
華
甲
（
か
こ
う
）、
本

卦
（
ほ
ん
け
）
返
り
と
も
い
う
。
甲

は
キ
ノ
エ
ネ
の
甲
で
歳
の
意
で
あ

る
。
還
暦
、
本
卦
返
り
と
い
う
の
は
、

干
支
に
よ
っ
て
年
齢
を
数
え
る
時
、

数
え
年
61
年
目
に
、
生
ま
れ
年
と
同

じ
干
支
に
返
る
か
ら
で
あ
る
。
古
く

は
40
歳
か
ら
10
年
目
ご
と
に
祝
い
を

し
た
の
で
60
歳
を
祝
っ
た
が
、
室
町

の
末
ご
ろ
か
ら
61
歳
の
還
暦
を
祝
う

風
習
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

期
日
は
11
月
15
日
の
七
五
三
の
日
な

ど
に
し
た
」
と
あ
る
。

　
自
分
の
父
親
の
還
暦
の
お
祝
い
に

赤
い
頭
巾
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
事
を
し
っ
か
り
記
憶

し
て
い
る
が
、
い
つ
の
間
に
か
自
分

が
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
定
年
と
同
じ
年
齢
な
の
で
世
間

か
ら
「
お
疲
れ
様
」
と
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
本
人
は
「
ま

だ
ま
だ
」
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。
気

持
ち
の
上
だ
け
で
な
く
、
ロ
ー
ン
の

返
済
が
ま
だ
残
り
、
年
金
だ
け
で
は

あ
て
に
な
ら
ず
、
の
ん
び
り
し
て
い

る
場
合
で
は
な
い
現
実
も
あ
り
「
ま

だ
ま
だ
が
ん
ば
ら
ね
ば
」
が
本
音
で

あ
る
。

　
た
だ
、
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
年
齢

を
感
じ
る
出
来
事
も
確
実
に
増
え
て

来
て
い
る
。
現
実
に
情
報
化
の
時
代

だ
と
人
に
語
っ
て
は
い
る
が
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

言
葉
だ
け
知
っ
て
い
る
だ
け
で
、
触

る
の
さ
え
怖
く
な
り
つ
つ
あ
り
、

「
そ
ん
な
も
の
！
」
と
片
付
け
て
い

る
。
何
が
よ
い
の
か
理
解
で
き
な
い

年
齢
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
し
か

も
、
素
直
に
質
問
出
来
な
い
、
い
や

ど
う
質
問
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
ず

い
る
の
だ
。

　
し
か
し
、
高
校
を
卒
業
し
て
四
十

数
年
た
つ
が
、
同
級
生
も
社
会
で
揉

ま
れ
、
何
と
な
く
角
が
取
れ
、
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
の
姿
で
気
楽
に
会

え
、
肩
の
力
を
抜
い
た
会
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
現

在
、
浜
松
で
つ
き
あ
い
あ
る
同
級
生

は
、
高
校
時
代
に
ク
ラ
ス
も
違
い
会

話
さ
え
し
な
か
っ
た
同
級
生
が
殆
ど

で
あ
る
。そ
れ
が
同
窓
会
の
行
事
で
再

会
し
会
話
が
始
ま
り
定
期
的
に
会
う

回
数
が
増
え
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

新
春
の
集
い
に
向
け
、
多
く
の
同
級

生
に
集
ま
っ
て
貰
う
べ
く
声
を
か
け

始
め
て
い
る
が
、
同
級
生
と
の
付
き

合
い
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ら
ぬ
フ
ェ
イ
ス
ｔ
ｏ

フ
ェ
イ
ス
の
付
き
合
い
は
「
ま
だ
ま

だ
、
こ
れ
か
ら
」
で
あ
る
。

　
大
会
当
日
の
遠
州
灘
か
ら
吹
き
上

げ
る
風
は
、
早
朝
か
ら
い
つ
も
よ
り

少
し
穏
や
か
な
感
じ
だ
っ
た
。
前
日

の
雨
が
芝
生
を
重
く
し
て
、
プ
レ
ー

に
影
響
が
な
か
っ
た
か
と
心
配
だ
っ

た
が
、
ア
ッ
プ
な
さ
っ
た
諸
先
輩
方

の
笑
顔
を
拝
見
し
て
、
と
り
あ
え
ず

は
大
丈
夫
だ
っ
た
み
た
い
だ
と
ほ
っ

と
し
た
。

　
２
年
ぶ
り
の
浜
松
祭
り
を
終
え
た

10
日
後
の
５
月
の
第
三
水
曜
日
＝
16

日
に
第
36
回
を
迎
え
た
浜
松
西
高
同

窓
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
晴
天
の
空
の
下

で
例
年
ど
お
り
浜
名
湖
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
貸
切
で
開
催
さ
れ
た
。
お

正
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
『
新
春
の

集
い
』
と
異
な
り
、
こ
の
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
男
性
の
諸
先
輩
が
多
く
参
加

な
さ
る
。
例
年
女
性
は
１
名
か
２
名

の
参
加
だ
っ
た
が
、
今
年
は
な
ん
と

５
名
の
女
性
の
参
加
者
を
数
え
た
。

ち
ょ
っ
と
、
嬉
し
い
。
女
性
の
参
加

が
増
加
す
る
と
華
や
か
に
な
る
の
で

今
後
は
、
今
年
を
き
っ
か
け
に
女
性

の
参
加
が
多
く
な
る
の
を
期
待
し
た

い
。
だ
が
、
今
年
の
全
体
参
加
者
は
、

残
念
な
が
ら
２
０
０
名
を
下
回
っ
て
、

前
年
と
比
べ
て
９
割
に
減
り
、
１
８

３
名
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
の

コ
ー
ス
も
３
名
パ
ー
テ
ィ
ー
が
多
く

ス
ム
ー
ズ
な
プ
レ
ー
の
流
れ
に
な
っ

た
と
思
う
。

　
昼
食
後
の
表
彰
式
の
準
備
が
終
わ

る
頃
に
な
る
と
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も

な
く
、
ぞ
く
ぞ
く
と
プ
レ
ー
ア
ッ
プ

の
先
輩
方
を
尻
目
に
、
成
績
表
の

コ
ー
ナ
ー
は
大
会
の
終
盤
に
向
け
て

忙
し
く
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
、

同
期
の
仲
間
と
の
プ
レ
ー
が
終
わ
れ

ば
、
16
時
か
ら
の
表
彰
式
を
待
た
ず

に
帰
宅
さ
れ
る
諸
先
輩
も
残
念
な
が

ら
例
年
の
ご
と
く
少
な
く
な
い
。

ち
ょ
っ
と
、
悲
し
い
。

　
我
々
幹
事
と
す
れ
ば
、
こ
の
西
高

同
窓
ゴ
ル
フ
大
会
を
愉
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
、
そ
れ
も
良
し
と
思
う
。

特
に
今
年
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
や
め

た
の
で
、
参
加
者
全
員
の
手
に
景
品

は
渡
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
も
影
響
が

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
多
く
の

人
の
要
望
全
て
叶
え
る
の
は
難
し
い

と
感
じ
た
。
で
も
、
大
会
当
日
は
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ま
れ
る
諸
先
輩
の
笑
顔

が
見
ら
れ
、
約
半
年
の
準
備
期
間
の

苦
労
も
報
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、『
新
春
の
集
い
』
か
ら
10

年
を
経
て
再
び
一
つ
の
テ
ー
マ
に
向

か
っ
て
協
力
し
、
同
窓
生
の
絆
を
再

確
認
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
で
あ
っ

た
。
今
後
、
後
輩
諸
君
に
も
『
新
春

の
集
い
』
の
時
よ
り
も
あ
ま
り
、
気

負
わ
ず
に
幹
事
自
身
も
楽
し
ん
で
こ

の
大
会
を
運
営
し
て
く
れ
る
事
を
期

待
す
る
。

　
　（
幹
事
学
年
　
高
33
回
卒
一
同
）

　
競
技
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で

す
。

◆
シ
ニ
ア
の
部

　
　
　
　
高
12
回
以
上
＝
62
名
参
加

　
　
優
　
勝
　
鈴
木
　
敬
（
高
10
）

　
　
　
グ
ロ
ス
85
　
ネ
ッ
ト
69
・
４

　
　
第
２
位
　
松
山
亘
男
（
高
11
）

　
　
　
グ
ロ
ス
75
　
ネ
ッ
ト
70
・
２

　
　
第
３
位
　
落
合
　
武
（
高
６
）

　
　
　
グ
ロ
ス
99
　
ネ
ッ
ト
71
・
４

◆
一
般
の
部
　

　
　
　
　
高
13
回
以
下
＝
116
名
参
加

　
　
優
　
勝
　
成
田
朋
正
（
高
34
）

　
　
　
グ
ロ
ス
75
　
ネ
ッ
ト
69
・
０

　
　
第
２
位
　
吉
田
信
吾
（
高
31
）

　
　
　
グ
ロ
ス
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ネ
ッ
ト
69
・
４

　
　
第
３
位
　
松
本
清
明
（
高
30
）

　
　
　
グ
ロ
ス
76
　
ネ
ッ
ト
71
・
２

◆
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
名
参
加

　
　
優
　
勝
　
鈴
木
亮
子
（
高
25
）

　
　
　
グ
ロ
ス
117
　
ネ
ッ
ト
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・
０

　
　
第
２
位
　
花
田
雪
乃
（
高
34
）

　
　
　
グ
ロ
ス
101
　
ネ
ッ
ト
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・
２

　
　
第
３
位
　
石
川
江
利
（
高
30
）

　
　
　
グ
ロ
ス
111
　
ネ
ッ
ト
78
・
６

　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
敬
称
略
）

第
36 
回
浜
松
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ
大
会

シニア１位

一般１位



静岡県高校総体       　　　　　　　　　高校新人大会 　
　　西部大会 　　県　大　会 　　東海大会    　全国大会 　　西部大会 　　県　大　会 　

陸上 優勝　女子棒高跳 優勝　男子1600ｍR 優勝　男子400ｍ 欠場　男子400ｍ 男子総合2位・女子総合4位 男子総合2位・女子総合5位 優勝　 女子棒高跳
２位　女子走幅跳 　　　男子400ｍ 　　　 優勝　男子800ｍ ２位　男子110ｍH ２位　 女子1600ｍR
３位　男子棒高跳 ３位　男子400ｍR 　　　 　　　女子棒高跳 　       男子棒高跳 ６位　 男子800ｍ
　　　女子100ｍH ４位　女子1600ｍR 　　　 　　　 ２位　男子800ｍ　　　　  女子400ｍ 　　　 女子400ｍ
４位　男子5000ｍ ５位　男子200ｍ 　　　 　　　男子1500ｍ 　　   女子棒高跳 ７位　 男子1600ｍR
　　　男子110ｍH 　　　女子100ｍ 　　　男子110ｍH ３位　男子400ｍR ８位　 女子100ｍ
　　　男子400ｍH ６位　女子400ｍR 　　　男子三段跳 　　　男子1600ｍR 　　　 男子棒高跳
　　　男子1600ｍR 　　　男子三段跳 　　　　　　　　　　　　　 男子1600ｍR 　　　男子三段跳 国体
　　　女子400ｍR ７位　 男子400ｍ 　　　男子800ｍ 　　　女子100ｍ ３位　少年男子A400ｍ
　　　女子1600ｍR 　　　女子400ｍH 　　　男子400ｍH 　　　女子1600ｍR ３位　少年女子共通棒高跳

　　　 　 地区大会に準ずるもの 　　　　　　　　 県大会に準ずるもの 　　　　　　　　　　　　全国大会に準ずるもの
（前期）　 　　　　大　会　名 　 　　　成績・結果　　　　　　　大　会　名　　　　　　成績・結果　　　　　大　会　名　　 　　　　 成績・結果
科学 静岡県中学生ロボットコンテスト 応用部門優勝・技術賞、アイデア賞 　　　
吹奏楽 静岡県吹奏楽コンクール西部大会 Ａ編成の部銀賞 中部日本吹奏楽コンクール県大会 大編成の部優秀勝
（後期）　　
科学 静岡県中学生ロボットコンテスト東海北陸大会 出場
美術 雨活アイディアコンテスト2011 ポスター・絵画　最優秀賞・佳作
吹奏楽 静岡県吹奏楽コンクール西部大会 Ａ編成の部銀賞 管打楽器アンサンブルコンテスト県大会
弦楽 静岡県小中学校器楽合奏大会 浜松市長賞 TBSこども音楽コンクール

TBSこども音楽コンクール厚木地区大会 優秀賞 　　東日本優秀演奏発表会 優秀賞

　浜松市大会 　 県　大　会 　　東海大会 　　全国大会 浜松市新人大会 　 県新人大会 その他主な大会
陸上 第57回中学通信陸上 西部地区新人陸上競技大会 男子1年100ｍ出場

西部地区予選会 女子共通800ｍ4位
女子総合8位 女子共通1500ｍ6位
男子低学年4×100ｍリレー6位 女子共通走幅跳4位
共通女子4×100ｍリレー４位 男子共通400ｍ6位
共通女子走幅跳４位 男子1年100ｍ4位
共通女子1500ｍ6位 浜松地区新人陸上競技大会
共通女子3年100ｍ4位 女子団体の部6位
共通女子3年100ｍ6位 女子2年800ｍ1位

女子共通1500m1位
女子2年走幅跳2位

水泳 男女総合1位 男子100mバタフライ5位 女子400mMR7位 男女総合優勝
男子総合3位 男子200mバタフライ6位 男子総合3位
女子総合3位 女子400mMR4位 女子総合2位
男子400mMR2位 女子400mMR2位
女子400mMR3位 女子400mR2位
女子400mR3位 男子400mMR3位
男子100mバタフライ3位 男子400mR3位
男子200mバタフライ3位 女子400m個人M3位
男子200m平泳ぎ3位 女子800m自由形3位
男子100m平泳ぎ2位 女子200m背泳ぎ2位
女子50m自由形2位 女子100m背泳ぎ1位
女子400m個人M3位 女子200mバタフライ1位
女子200mバタフライ3位 女子100mバタフライ2位
女子100mバタフライ2位 男子200m平泳ぎ2位

男子100m平泳ぎ1位
男子100m自由形1位

野球 1回戦0-1引佐南部中
サッカー 西部地区大会5位

読売カップ5位
浜松地区予選リーグ敗退
西部地区フットサル大会3位

男バスケ 予選リーグ1位 浜松地区6位
決勝トーナメント 西部地区ベスト8
　73-90鷲津中

女バスケ 予選リーグ通過 浜松地区4位 東海ジュニア大会出場
決勝トーナメン1回戦で惜敗 西部地区ベスト8

男テニス 団体戦3位 出場 西部地区 団体戦2位 東海大会団体戦出場
個人戦 シングルス5・6位 シングルス3位
　シングル ス ベスト30 ダブルス2・3・6・7 ダブルス1・5位
　ダブルス14位 ・8・11・12・13・14位
第7回県テニス連盟大会
団体戦優勝
個人戦
　シングルス6位・ベスト32
　ダブルス3・8・13・16位

女テニス 団体戦準優勝 出場 西部地区 団体戦優勝 東海大会団体戦ベスト8
個人戦 シングルス4位 シングルス1・3位
　シングル ス ベスト32 ダブルス4・5・6・7位
　ダブルス4位ベスト32
第7回県テニス連盟大会
団体戦優勝
個人戦
　シングルス2位・11位・ベスト64
　ダブルス優勝

男女ソフトテニス 予選リーグ敗退 決勝トーナメント出場
男卓球 全遠州卓球大会個人戦3位 中部日本大会県予選個人戦ベスト8 カデット個人3位 カデット個人シングルス4位 東海卓球選手権個人出場

浜松市長杯位個人戦ベスト8 全日本ジュニア個人ベスト48 　　　　　　ダブルス5位 JOC個人戦シングルス・ダブルス出場
夏季地区大会個人戦9位 静岡スポーツフェス個人2位 全日本ジュニア個人ベスト16
夏季地区大会団体戦ベスト16 新人戦個人3位

大阪国際招待選手権兼名古屋
  オープン県予選個人3位

女卓球 西部地区大会団体戦12位 団体の部出場 カデット個人ベスト32 カデット個人ベスト32 東海卓球選手権個人出場
夏季地区大会団体戦ベスト16 静岡スポーツフェスベスト64 カデットダブルスの部出場

新人大会出場
柔道 女子団体予選リーグ敗退 女子個人48Ｋ級2位 女子個人48Ｋ級出場

女子個人48Ｋ級優勝 女子個人70Ｋ級5位
女子個人70Ｋ級2位

剣道 横須賀大会女子団体敢闘賞 女子団体5位 女子団体出場 女子団体6位 羽賀杯女子団体ベスト8
横須賀大会優秀選手賞 女子個人ベスト32 男子個人3位
夏季浜松大会女子団体7位 男子団体10位
夏季浜松大会男子団体11位 市スポーツ大会女子団体敢闘賞
三ヶ日大会男子団体3位
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静岡県高校総体      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校新人大会 その他協会・連盟
　　西部大会 　　県　大　会 　　東海大会    　全国大会 　　西部大会 　　県　大　会 主催の主な大会

陸上 ４位　女子走幅跳 ８位　 男子110ｍH 　　　 　　　男子棒高跳 　　　女子走高跳 日本ジュニア
　　　女子棒高跳　　　 　　　男子400ｍR ４位　男子200ｍ　　４位　男子400ｍ　
５位　男子800ｍ ３位　女子100ｍ ４位　男子800ｍ 日本ユース
　　　男子三段跳 　　　女子400ｍ　　５位　男子800ｍ ３位　女子棒高跳
　　　女子100ｍ 　　　 　　　女子100ｍH　６位　女子走幅跳 ７位　女子棒高跳
　　　女子400ｍ 　　　　　 　　　女子走高跳 ７位　男子1500ｍ
６位　男子100ｍ 　　　女子走幅跳 　　　男子400ｍH
　　　男子400ｍ 　　　女子棒高跳 　　　男子800ｍ
　　　男子800ｍ 　　　女子1600ｍR 　　　女子400ｍH
　　　男子棒高跳 ４位　男子100ｍ
　　　女子100ｍ ５位　男子200ｍ
　　　女子走高跳 　　　男子1500ｍ
　　　男子400ｍ 　　　男子400ｍH
　　　男子1500ｍ 　　　男子走幅跳
８位　男子400ｍR 　　　男子三段跳

６位　男子400ｍ
　　　男子110ｍH
　　  男子棒高跳
　　　男子走幅跳
　　　女子200ｍ
７位　男子400ｍ
　　　男子1500ｍ
　　　男子走幅跳
　　　女子走幅跳
８位　男子走高跳
　　　女子100ｍ

水泳 男子総合７位 ４位　男子100ｍ平泳ぎ 予選　男子100ｍ平泳ぎ 女子50ｍ自由形出場 男子総合５位 １位　男子200ｍ背泳ぎ 東海選手権大会
２位　男子100ｍ平泳ぎ ３位　男子200ｍ背泳ぎ　９位　男子200ｍ背泳ぎ １位　男子200ｍ背泳ぎ ２位　男子100ｍ背泳ぎ ３位　男子200ｍ背泳ぎ
３位　男子200ｍ背泳ぎ ５位　女子200ｍ自由形 予選　女子200ｍ自由形 ２位　男子100ｍ背泳ぎ ７位   男子200ｍリレー ７位　男子100ｍ背泳ぎ
５位　男子50ｍ自由形 ５位　女子50ｍ自由形 ９位　女子50ｍ自由形 JOC女子50ｍ自由形出場 ４位　男子50ｍ自由形 女子総合５位 ５位　女子400ｍ自由形
５位　男子100ｍ自由形 ４位　女子100ｍ自由形 10位　女子100ｍ自由形 ５位　男子200ｍ自由形 ２位　女子200ｍ自由形
10位　男子1500ｍ自由形 ６位　男子1500ｍ自由形 ２位　女子400ｍ自由形
８位　男子400ｍメドレーリレー ６位　男子400ｍ自由形 ３位　女子100ｍバタフライ
８位　男子400ｍリレー 国民体育大会400ｍリレー出場予定 ６位　男子50ｍ自由形 ４位　女子200ｍバタフライ
７位　男子800ｍリレー ６位　男子400ｍメドレーリレー ３位　女子200ｍ自由形
女子総合５位 ５位   男子200ｍメドレーリレー ６位　女子100ｍバタフライ
６位　女子200ｍ自由形 ５位   男子400ｍリレー ５位　女子400ｍメドレーリレー
７位　女子100ｍバタフライ ５位   男子200ｍリレー ５位　女子200ｍメドレーリレー
３位   男子800ｍリレー ５位   男子800ｍリレー ６位   女子400ｍリレー
女子総合３位 女子総合３位 ７位   女子200ｍリレー
６位　女子200ｍ自由形　　　 １位　女子200ｍ自由形
７位　女子100ｍバタフライ　 ２位　女子400ｍ自由形
３位　女子50ｍ自由形 　　　女子2001mIM ２位　女子200ｍバタフライ
４位　女子100ｍ自由形 ２位　女子100ｍバタフライ
５位　女子50ｍ自由形　 ２位　女子200ｍ自由形
６位　女子100ｍバタフライ ４位　女子100ｍバタフライ
５位　女子100ｍ平泳ぎ ６位　女子200ｍ平泳ぎ
７位　女子200ｍ平泳ぎ ６位　女子100ｍ平泳ぎ
３位   女子400ｍメドレーリレー ８位　女子50ｍ自由形
４位   女子400ｍリレー ９位　女子200ｍ自由形

２位   女子400ｍメドレーリレー
２位   女子200ｍメドレーリレー
２位   女子400ｍリレー
２位   女子200ｍリレー

野球 春季西部大会優勝 春季県大会３位 5位決定戦1-3浜松江之島
高校野球3回戦3-4桐陽

サッカー 高校総体西部ベスト16 決勝トーナメント進出 1次トーナメント出場
男バスケ 高校総体３位 高校総体ベスト16 新人戦3位 選抜優勝大会ベスト16

新人戦県大会出場
女バスケ 高校総体西部10位 高校総体県大会出場 新人戦６位 新人戦県大会出場
男テニス アズカカップベスト32 シングルスベスト64

ダブルスベスト64
女テニス インターハイシングルス１位 インターハイ団体優勝 東海高校総体団体２位 高校総体団体ベスト16 新人戦シングルス1・13・14位 新人戦シングルス1・5・7位 国民体育大会出場

　　　　　　シングルス２位 　　　　　　シングルス1・5・6・7位 シングルス出場 　　　シングルス出場 新人戦ダブルス2・3・14・26位 新人戦ダブルス1・4位
　　　　　　シングルス18位 　　　　　ダブルス2・3位 ダブルス出場・３位 　　　ダブルス出場 新人戦団体戦1位 新人戦団体戦ベスト8
　　　　　　　ダブルス１位 東海中日ジュニアダブルス3位 1年生大会シングルス2・4・13・14位

卓球 男子シングルスベスト32 女子シングルスベスト32 新人戦男子学校対抗11位
女子シングルス5位・9位 女子ダブルスベスト16 　 　 　
男子ダブルスベスト16 女子学校対抗5位 　 　
女子ダブルス5位
女子学校対抗3位

柔道 柔道祭西部地区男子団体ベスト8 県柔道祭男子団体ベスト16 男子団体戦ベスト8 個人男子無差別級3位 　
柔道祭西部地区女子団体ベスト4 県柔道祭女子団体ベスト16 女子団体戦3位
男子個人90kg級ベスト4 男子個人90kg級5位 男子個人60kgベスト16
男子個人100kg級5位 男子個人100kg級ベスト16 　　　　 男子個人81kgベスト16
女子個人48kg級4位 女子個人48kg級ベスト8 男子個人無差別級優勝
女子個人52kg級3位 女子個人52kg級出場 女子個人52kg4位
女子個人57kg級2位 女子個人57kg級ベスト8 女子個人63kg3位
女子個人63kg級4位 女子個人63kg級出場 女子個人63kg4位

男子団体ベスト32 女子個人無差別級4位
女子団体ベスト16

剣道 男子13位・女子11位
弓道 男子個人県大会出場 男子個人準決勝進出 女子個人県大会出場 女子個人準決勝進出

女子個人県大会出場 女子団体県大会出場
ボート 男子舵手つき3位 男子舵手つき出場 男子舵手つき2位 中部選抜 女子ダブルスカル3位

女子舵手つき4位 男子ダブルスカル3位
女子ダブルスカル国体出場権 女子舵手つき1位

女子ダブルスカル2・5位
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（１３）第５６号　　　　　　　　　　　　　浜 松 西 高 同 窓 会 報　　　　　　　　　　 平成２４年８月１日

文化部　　　　　　　地区大会に準ずるもの　　　　　　　　　　　　　　県大会に準ずるもの　　　　　　　　　　　　　東海・全国に準ずるもの
（前期）　　　　　大　会　名　　　　　　成績・結果　　　　　　　大　会　名　　　　　　　成績・結果　　　　　　大　会　名　　　　　　　成績・結果
写真 静岡県西部高等学校写真連盟第 1回写真コンテスト 金賞・銀賞・銅賞
吹奏楽 静岡県吹奏楽コンクール西部大会 金賞　代表 静岡県吹奏楽コンクール 金賞　代表 東海吹奏楽コンクール 　 銀賞
囲碁将棋囲碁選手権 男子個人8位 囲碁選手権 女子個人2位 高文祭囲碁部門団体戦　   17位
（後期）
写真 静岡県西部高等学校写真連盟第 2回写真コンテスト 金賞・銀賞・銅賞 県高校写真コンクール 兼 高文祭写真部門 入選
吹奏楽 静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト西部大会 打楽器五重奏 金賞 代表、フルート六重奏 金賞 代表
囲碁将棋高文祭囲碁部門男子個人 Aクラス3位、Bクラス6位 高文祭囲碁部門女子 Bクラス1位
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と
振
り
返
る
旧

校
舎
か
ら
プ
レ
ハ
ブ
・
新
校
舎
へ
と

移
り
変
わ
っ
た
時
代
を
西
高
生
と
と

　
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ち
ょ

う
ど
一
年
後
に
控
え
た
二
〇
一
一
年

七
月
に
、三
二
名
の
生
徒
は
イ
ギ
リ
ス

の
地
で
語
学
研
修
を
受
け
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。研
修
地
は
ロ
ン
ド
ン

か
ら
電
車
で
一
時
間
ほ
ど
の
ケ
ン
ト

州
の
古
都
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
市
で
、大
聖

堂
で
有
名
な
町
で
す
。城
壁
に
囲
ま
れ

た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
町
の
中
心

部
に
、今
回
我
々
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
語
学
学
校
コ
ン
コ
ル
ド
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
は
あ
り
、期
間
の
前
半
は

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
大
学
の
一
部

を
利
用
し
て
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。賑
や
か
な
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
か

ら
少
し
路
地
を
入
る
と
緑
あ
ふ
れ
る

公
園
が
散
在
し
て
お
り
、生
徒
た
ち
は

そ
こ
を
利
用
し
て
昼
食
を
楽
し
み
ま

し
た
。
語
学
研
修
に
は
最
高
の
場
所

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
基
本
的
に
授
業
は
レ
ベ
ル
別
に
分

け
ら
れ
た
小
集
団
で
行
わ
れ
、世
界
各

国
か
ら
の
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
初
の
週
は
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
等
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
国
々
の
生
徒
と
、二
週
目
は

中
国
や
韓
国
等
の
ア
ジ
ア
の
国
々
の

生
徒
た
ち
と
共
に
学
び
合
い
ま
し
た
。

週
始
め
に
ク
ラ
ス
分
け
の
テ
ス
ト
が

あ
り
、西
高
生
は
レ
ベ
ル
一
か
ら
六
の

う
ち
（
レ
ベ
ル
一
が
最
上
位
）
二
か
ら

四
に
全
て
の
生
徒
が
割
り
振
ら
れ
ま

し
た
。レ
ベ
ル
二
は
か
な
り
高
度
な
授

業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、そ
ん
な
中
で

も
西
高
生
は
堂
々
と
他
の
国
の
生
徒

藤
村
　
明
弘
先
生

h
ttp
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w
w
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a
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a
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英
国
語
学
研
修
報
告

も
に
歩
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
の
西
高

生
は｢

ま
じ
め
だ
っ
た
。
服
装
や
勉

強
だ
け
で
な
く
、
部
活
や
行
事
に
も

一
生
懸
命
だ
っ
た
。｣

と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。
他
の
先
生
方
も
非
常

に
個
性
豊
か
で
影
響
を
受
け
た
そ
う

で
す
。

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
開
く
と
、
先
生

が
授
業
を
さ
れ
て
い
る
写
真
が
あ
り

ま
し
た
。｢

こ
れ
、
今
と
同
じ
。
今
も

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
や
っ
て
る
よ
。｣

確

か
に
当
時
、
先
生
は
扇
子
片
手
に

ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
と
い
う
ス
タ
イ
ル
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
先
駆
け
だ
っ
た
ん
で

す
ね
。
思
い
出
深
い
の
は
修
学
旅
行

に
４
回
も
行
っ
た
こ
と
で
、
ア
ル
バ

ム
に
は
先
生
が
撮
っ
た
と
い
う
写

真
が
い
く
つ
も
並
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
先
生
は
多
く
の
部
活

動
や
生
徒
会
、
応
援
団
で
顧
問
や

副
顧
問
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
野

球
部
で
は
、
一
生
懸
命
や
っ
た
夏

の
大
会
で
あ
ま
り
勝
て
な
か
っ
た

こ
と
が
悔
し
く
残
念
な
思
い
出
だ

そ
う
で
す
。
落
語
部
は
当
時
、
部

活
動
活
性
化
の
た
め
増
設
さ
れ
た

部
活
の
一
つ
で
落
語
好
き
の
先
生
が

創
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
部
室
も
無

く
空
き
教
室
で
練
習
し
な
が
ら
学
祭

や
催
事
場
で
部
員
が
寄
席
を
披
露
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
残
念
な
が
ら
今

で
は
、
幻
の
部
活
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
・
・
・

藤
村
先
生
、
お
忙
し
い
中
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新

春
の
集
い
で
こ
の
続
き
を
お
話
で
き

る
こ
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
高
45
回
　
中
村
和
泉
・
村
上
樹
美
）

と
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　
西
高
生
の
英
語
力
は
語
学
学
校
の

先
生
方
か
ら
し
ば
し
ば
褒
め
ら
れ
る

レ
ベ
ル
で
あ
り
、日
頃
の
授
業
で
鍛
え

ら
れ
て
い
る
せ
い
か
、雰
囲
気
に
慣
れ

て
き
た
後
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

も
ス
キ
ッ
ト
も
他
国
の
生
徒
以
上
の

評
価
を
得
て
い
ま
し
た
。ま
た
授
業
に

取
り
組
む
姿
勢
も
前
向
き
で
、同
じ
ア

ジ
ア
圏
の
中
国
の
学
生
た
ち
と
比
べ

て
も
断
然
意
欲
的
な
姿
勢
が
目
立
ち

ま
し
た
。

　
生
徒
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら
の

通
学
と
な
り
、生
の
イ
ギ
リ
ス
の
家
庭

生
活
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
職
業
や
家

庭
環
境
は
様
々
で
、そ
れ
に
よ
っ
て
生

徒
の
生
活
も
か
な
り
多
様
な
も
の
に

な
り
ま
し
た
。生
徒
間
で
情
報
交
換
を

す
る
中
で
、当
初
は
お
互
い
を
羨
ま
し

が
っ
た
り
、不
満
を
漏
ら
す
生
徒
も
い

ま
し
た
が
、二
週
目
か
ら
は
す
っ
か
り

落
ち
着
い
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。体
調
を
崩
し

た
生
徒
も
出
ま
し
た
が
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
自
分
の
子
供
の
よ
う
に

扱
っ
て
く
れ
、
病
院
へ
行
っ
た
り
、
自

宅
で
の
静
養
も
安
心
し
て
で
き
ま
し

た
。イ
ギ
リ
ス
人
の
温
か
い
心
に
触
れ

た
生
徒
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
二
週
目
の
終
わ
り
に
、「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
イ
ト
」と
呼
ば
れ
る
西
高
生
主
催
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。司
会
進

行
等
全
て
が
生
徒
の
手
で
行
わ
れ
、正

直
、
始
ま
る
前
ま
で
は
、
我
々
引
率
教

員
も
不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
一
旦
始
ま
っ
て
し
ま
う

と
生
徒
の
能
力
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ

ま
し
た
。用
意
さ
れ
た
出
し
物
は
ど
れ

も
外
国
人
生
徒
や
語
学
学
校
の
ス

タ
ッ
フ
た
ち
に
大
受
け
で
、特
に
ダ
ン

ス
や
桃
太
郎
を
演
じ
た
生
徒
た
ち
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
喝
采
を
受
け

て
い
ま
し
た
。我
々
も
他
国
の
先
生
方

や
学
校
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、ど
う
い
う
風

に
し
て
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
も
の

を
準
備
で
き
た
の
か
と
質
問
攻
め
に

あ
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。日
本
人
は
自
己

表
現
が
苦
手
だ
と
い
う
評
価
を
一
蹴

し
た
一
時
で
し
た
。　
あ
れ
か
ら
一
年

が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。外
国

の
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
の
不
安
か
ら

や
っ
と
解
放
さ
れ
、外
国
人
の
友
人
も

増
え
、授
業
で
も
意
見
が
堂
々
と
言
え

る
よ
う
に
な
っ
た
あ
の
夏
…
今
、生
徒

の
口
か
ら
、ま
た
イ
ギ
リ
ス
へ
行
き
た

い
、と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
き
て
い
ま
す
。大
学
入
試
を
間
近

に
控
え
、こ
の
体
験
が
彼
等
の
進
路
選

択
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。ど
の
よ
う
な
方

向
に
進
む
に
し
ろ
、世
界
を
常
に
視
野

に
入
れ
、国
際
的
な
発
想
で
物
事
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
人
と
な
り
、自
分

の
選
ん
だ
分
野
で
の
大
活
躍
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
の
研
修
に
ご
支
援
い
た

だ
い
た
同
窓
会
・
後
援
会
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
引
率
教
諭
　
児
玉
　
清
史



青山学院大
学習院大
北里大
慶応義塾大
国際基督教大
駒澤大
芝浦工大
上智大
順天堂大
専修大
成城大
中央大
津田塾大
東京医科大
東京女子大
東京農大
東京理大
東洋大
日本大
日本女子大
法政大
東京都市大
明治大
明治学院大
文教大
立教大
早稲田大
神奈川大
岐阜聖徳学園大
常葉学園大
静岡文化芸大
聖隷クリストファー大
愛知大
愛知学院大
中京大
豊田工業大
南山大
名城大
名古屋女子大
藤田保健衛生大
椙山女学園大
日本福祉大
京都薬科大
京都産大
京都女子大
同志社大
龍谷大
同志社女子大
立命館大
関西大
関西外大
関西学院大
近畿大
神戸女子大
川崎医科大
私立計

私立大学名
（主要大学） 現役

４
０
４
６
１
５
８
２
１
４
０
９
０
０
０
９
１１
６
２０
２
１０
２
１７
９
０
６
２１
５
１
１２

９
９
２
１２
１
４
８
１
１
３
１
０
４
６
４
２
０
２８
９
０
３
２
１
０

３８２

卒
１
１
１
４
１
１
３
０
０
０
１
１
０
０
０
１
５
１
９
０
２
０
４
１
０
０
４
０
０
２

３
０
０
４
０
２
４
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
４
０
０
０
０
０
１
６９

合計
５
１
５
１０
２
６
１１
２
１
４
１
１０
０
０
０
１０
１６
７
２９
２
１２
２
２１
１０
０
６
２５
５
１
１４

１２
９
２
１６
１
６
１２
２
１
３
１
０
４
６
４
２
１
３２
９
０
３
２
１
１

４５２

現役
５
０
０
１０
６
７
９
０
０
５
３
４
５
１
７
４
１７
３
６
５
１５
２
１８
３
１
９
１６
２
１
６

９
６
４
３
１
５
７
５
０
１
２
０
４
５
７
４
２
１３
３
１
０
２
３
０

３０６

卒
１
０
０
１
０
０
６
０
０
０
０
２
０
１
０
３
９
１
２
０
３
１
６
１
０
１
４
３
０
０

１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
４
３
０
０
８
０
０
１
０
０
０
７８

合計
６
０
０
１１
　６
７
１５
０
０
５
３
６
５
２
７
７
２６
４
８
５
１８
３
２４
４
１
１０
２０
５
１
６

１０
６
５
３
１
５
７
５
０
１
２
０
４
９
１０
４
２
２１
３
１
１
２
３
０

３８４

現役
６
１
４
８
　２
２
５
３
０
５
０
１２
５
０
７
４
１０
１
１１
６
１３
２
２８
９
１
１５
１５
１
１
８
３
１３
３
０
７
０
３
２
０
０
１
０
０
３
２
９
１
０
７
２
０
４
０
２
０

３０４

卒
１
０
０
１
　１
０
０
１
０
０
０
３
０
０
０
３
４
１
４
１
５
１
３
１
１
２
２
１
１
０
０
１
０
０
０
２
０
０
１
０
０
０
１
０
０
１
０
０
２
０
０
０
１
１
０
６１

合計
７
１
４
９
　３
２
５
４
０
５
０
１５
５
０
７
７
１４
２
１５
７
１８
３
３１
１０
２
１７
１７
２
２
８
３
１４
３
０
７
２
３
２
１
０
１
０
１
３
２
１０
１
０
９
２
０
４
１
３
０

３６５

国 公 立 大

私 立 四 大

管 外 大 学 校

各種専門学校

現役

１０４

３８４

３

０

８

卒

１５

６９

１

０

０

合計

１１９

４５３

４

０

８

現役

７２

３０６

０

０

３

卒

１８

７８

１

０

０

合計

９０

３８４

１

０

３

現役

１０６

３０４

０

０

６

卒

２０

６１

０

０

０

合計

１２６

３６５

０

０

６

入試合格状況

平成24年度入試結果概要 北見工業大
北海道大
東北大
茨城大
筑波大
宇都宮大
埼玉大
千葉大
お茶の水女子大
東京大
東京医科歯科大
東京外大
東京学芸大
東京芸術大
東京海洋大
東京工業大
東京農工大
一橋大
電気通信大
横浜国立大
新潟大
金沢大
福井大
富山大
山梨大
信州大
岐阜大
静岡大
浜松医大
愛知教育大
豊橋技術科学大
名古屋大
名古屋工大
滋賀大
京都大
京都教育大
大阪大
大阪教育大
神戸大
奈良教育大
奈良女子大
広島大
岡山大
山口大
高知大
徳島大
香川大
九州大
宮崎大
鹿児島大
琉球大
公立はこだて未来大
青森県立保健大
国際教養大
埼玉県立大
千葉県立保健医療大
首都大東京
横浜市立大
神奈川県保健大
都留文科大
金沢美術工芸大
静岡県立大
静岡文化芸大
愛知県立大
愛知県立芸術大
名古屋市立大
岐阜県立看護大
富山県立大
京都府立大
京都市立芸術大
大阪府立大
大阪市立大
和歌山県立医科大
高知工科大
その他
気象大学校
防衛大学校
国公立（管外）計

国公立大学名
（管外大学を含む） 現役

０
３
３
１
２
０
２
０
０
４
０
１
０
０
１
０
２
１
０
６
０
０
１
０
３
５
０
１９
５
１
０
７
２
１
４
０
１
０
１
１
１
０
１
０
１
０
０
０
１
１
１
０
０
０
１
０
１
０
０
２
１
６
１
０
１
１
１
０
１
１
２
０
０
１
２
０
０

１０４

卒
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
１
２
０
０
０
０
０
０
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１５

合計
０
３
３
１
２
０
２
０
０
６
０
１
０
０
２
０
２
１
０
６
０
０
２
１
３
５
０
２０
７
１
０
７
２
１
４
０
３
０
２
２
１
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
０
０
０
１
０
１
０
０
２
１
７
１
０
１
１
１
０
１
１
２
０
０
１
２
０
０

１１９

現役
１
１
１
０
０
１
１
２
０
２
２
０
１
０
０
１
２
３
１
３
２
０
０
０
１
１
１
４
５
０
２
６
１
０
２
０
３
１
２
１
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
３
１
１
１
０
４
３
１
０
０
０
０
１
１
２
０
０
０
０
０
０
７２

卒
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
２
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
４
１
０
０
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１８

合計
１
１
１
０
０
１
１
３
０
２
２
０
２
０
０
１
４
３
１
３
２
１
０
０
１
１
１
８
６
０
２
１０
１
０
２
０
３
１
２
１
０
０
０
０
０
１
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
３
１
１
１
０
５
３
１
０
０
０
０
１
１
２
０
０
０
０
０
０
９０

現役
０
０
３
０
１
０
２
３
２
３
０
１
４
１
２
３
０
３
１
２
０
３
２
０
０
１
０
２４
８
０
０
４
１
０
３
１
２
０
１
０
２
０
０
１
０
０
０
２
０
０
０
１
１
２
０
１
１
０
０
１
０
８

０
０
２
０
１
１
０
０
１
０
０
０
０
０

１０６

卒
０
２
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
４
０
０
３
０
１
１
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
２
１
０
０
０
０

０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
２０

合計
０
２
３
０
１
０
２
３
２
３
０
１
４
１
２
３
０
３
１
２
０
３
３
０
０
１
０
２４
１２
０
０
７
１
１
４
１
２
０
２
０
２
１
０
１
０
０
０
２
０
０
０
１
１
２
０
１
３
１
０
１
０
８

０
０
２
１
１
１
０
０
１
１
１
０
０
０

１２６h
tt
p
:/
/w
w
w
.h
a
m
a
n
is
h
i.
o
rg
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平成２４年度　　平成２３年度　 平成２２年度

平成２４年度　　平成２３年度　 平成２２年度

Ｈ２２年度より公立大学化

※推薦・AO・補欠合格等を含みます。

H２２年度より公立大学化



　
西
山
賞
と
は
「
全
国
レ
ベ
ル
で
特

に
優
れ
た
業
績
・
功
績
を
挙
げ
た
生

徒
」
に
対
し
て
、
三
部
門
別
（
文
化
・

芸
術
部
門
、ス
ポ
ー
ツ
部
門
、
善
行
部

門
）
に
同
窓
会
か
ら
卒
業
時
に
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

中
　
等
　
部 

　

▼
文
化
芸
術
部
門

　
　
大
川
七
彩

「
平
成
24
年
　
第
33
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　
　
松
本
桃
佳

「
平
成
24
年
　
第
33
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　
　
小
栗
由
伽
吏

「
平
成
24
年
　
第
33
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　
　
村
松
紗
也
香

「
平
成
24
年
　
第
33
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　
　
米
澤
　
和

「
平
成
24
年
　
第
33
回
全
日
本
リ

コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場

　
　
古
田
　
響

「
雨
活
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
１
　
ポ
ス
タ
ー
部
門
」
最
優
秀
賞

　
全
国
一
位ｪ

　
　
永
田
真
理
奈

「
平
成
22
年
　
税
に
関
す
る
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
名
古
屋
国
税
局
長
賞

　
　
加
藤
朱
梨

「
第
60
回
　
全
国
小
中
学
校
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
」
静
岡
県
教
育
長
賞
　
全

国
出
品

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
　
猿
渡
万
優
子
　

h
ttp
://w
w
w
.h
a
m
a
n
ish
i.o
rg

「平成25年度静岡県立浜松西高等学校・同中等部の入学者選抜」について（予定）

募集定員

選抜資料

実施期日

中　等　部
160名（4学級）

総合適性検査、作文、面接、調査書等

平成25年1月12日（土）総合適性検査、作文

平成25年1月13日（日）面接　　　　　　
　　　

高　等　部
80名程度（2学級）
調査書、学力検査、面接、実技検査及び作文
（実技検査及び作文については、「体育的活動」に関す
る裁量枠希望者のみ）
平成25年3月５日（火）学力検査、作文
　　　　　　　　（作文については上記希望者のみ）
平成25年3月６日（水）面接、実技検査
　　　　　　（実技検査については上記希望者のみ）

＊お知り合いの方々にお知らせください。

編

集

後

記

会
報
編
集
委
員

左
右
田
丈
夫
（
中
19
回
）

近
藤
　
哲
哉
（
高
９
回
）

同
窓
会
副
会
長

岩
渕
　
千
江
（
高
39
回
）

編
集
委
員
長
西
尾
　
和
三
（
高
24
回
）

山
本
　
優
美
（
高
40
回
）

大
隅
　
康
人
（
高
40
回
）

佐
藤
　
恵
美
（
高
43
回
）

大
村
　
明
広
（
高
44
回
）

中
家
美
弥
子
（
高
44
回
）

古
川
　
千
栄
（
高
44
回
）

新
野
　
　
正
（
高
45
回
）

大
石
　
　
諭
（
高
45
回
）

村
上
　
樹
美
（
高
45
回
）

落
合
　
　
優
（
高
46
回
）

平成２４年８月１日　　　　　　　　　　 浜 松 西 高 同 窓 会 報　　　　　　　　　　　　　（１６）第５６号
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　「
平
成
21
年
　
第
49
回
全
国
中
学
校

水
泳
大
会
」
女
子
４
０
０
ｍ
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
・
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
出
場

　
　
野

舞
夏
星
　

　「
平
成
22
、
23
年
　
第
８
回
全
日
本

中
学
生
女
子
相
撲
大
会
」軽
量
級
優
勝

　「
平
成
23
年
　
第
２
回
全
日
本
女
子

相
撲
郡
上
大
会
」
軽
量
級
優
勝

無
差
別
級
３
位

高
　
等
　
部

▼
文
化
芸
術
部
門

　
　
中
川
栄
実
子

「
平
成
23
年
　
青
少
年
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
」
静
岡
県
教
育
委
員
会

教
育
長
賞（
最
優
秀
賞
）全
国
大
会
出
品

　
　
向
山
史
織

「
第
35
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
囲
碁
部
門
」
団
体
戦
（
全
国
17
位
42

チ
ー
ム
中
）

　
　
野
嶋
明
日
美

「
平
成
23
年
　
第
21
回
日
本
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
ピ
ア
ノ

部
門
）
高
校
生
の
部
　
第
５
位

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　
　
内
山
ひ
か
る

　「
平
成
22
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
ダ
ブ
ル
ス
出
場

　「
平
成
22
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
８

　「
平
成
23
年
　
全
国
高
校
総
体
テ
ニ

ス
競
技
」
団
体
戦
ベ
ス
ト
16

　
　
横
山
直
広

　「
平
成
21
年
　
全
国
高
校
総
体
陸
上

競
技
」
男
子
１
６
０
０
ｍ
リ
レ
ー
出
場

　「
第
３
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
」
４
０

０
ｍ
６
位
　
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
４
位

　「
平
成
22
年
度
全
国
高
校
総
体
陸
上

競
技
」
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
６
位

　「
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
」
４
×
１

０
０
ｍ
リ
レ
ー
３
位

　「
第
４
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
」
４
０

０
ｍ
優
勝

　「
第
66
回
国
民
体
育
大
会
」
少
年
Ａ
４

０
０
ｍ
３
位

　「
第
27
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
」
４
０
０

ｍ
４
位

　
　
石
田
雅
大

　「
平
成
21
年
　
全
国
高
校
総
体
陸
上

競
技
」
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　「
平
成
22
年
　
全
国
高
校
総
体
陸
上

競
技
」
４
×
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
６
位

　
　
前
田
　
侑

　「
第
４
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
予

選
出
場

　
　
中
村
圭
吾

　「
第
４
回
日
本
ユ
ー
ス
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
」
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
予

選
出
場

　
　
佐
藤
真
実

　「
平
成
22
年
　
国
民
体
育
大
会
ボ
ー

ト
競
技
」
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
準
決
勝

進
出

◆
20
年
ぶ
り
の
西
高
。
そ
し
て
、
初
め

て
の
会
報
編
集
作
業
。
同
窓
生
の
繋

が
り
、
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　    

（
Ｓ
）

◆
先
輩
の
お
話
に
い
つ
の
時
代
も
変

わ
ら
ぬ
西
高
を
感
じ
ま
し
た
。  

（
Ｊ
）

◆
風
呂
に
入
っ
て
い
て
委
員
会
に
遅

刻
し
て
す
み
ま
せ
ん
。　
　
　    

（
？
）

◆
「
活
躍
す
る
同
窓
生
」
七
尾
与
史
さ

ん
は
、
今
と
っ
て
も
売
れ
て
い
る
ミ

ス
テ
リ
ー
作
家
で
す
。
本
屋
で
見
か

け
た
ら
、
手
に
と
っ
て
み
て
下
さ
い
。

…
私
の
今
年
の
仕
事
は
、
こ
れ
だ
け

で
し
た〔
涙
〕　
　
　
　
　
　
　  

（
Ｙ
）

◆
校
正
に
は
集
中
力
が
要
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
で
き
ま
し
た
。
　  

（
Ｃ
）

◆
会
報
編
集
に
参
加
す
る
と
、
西
高

同
窓
生
の
つ
な
が
り
を
と
て
も
感
じ

ま
す
。　
　       

　
　
　
　   

　 

（
Ｍ
）

 

『
浜
松
お
も
し
ろ
の
お
と
』

松
尾
良
一
（
高
22
回
）

同
窓
生
の

著
作
で
す

新
刊
紹
介

新
刊
紹
介


